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三高校野球大会

今月の合冊

中野の魅力を再発見しませんか？「第１回なかの巡りＥＹＥウォーク」参加者募集中！（詳しくは８ページ）

災害への備えは
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①　

懐
中
電
灯

②　

食
料
品

③　

ラ
ッ
プ
（
キ
ッ
チ
ン
用
）

　
こ
れ
ら
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
と
き
、
被
災
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
実
際
に
役
に
立
っ
た
も
の

の
ベ
ス
ト
３
」
で
す
。

　
ラ
ッ
プ
は
、
手
を
ケ
ガ
し
た
と

き
に
包
帯
や
三
角
巾
の
代
わ
り
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
皿
に
敷
け

ば
汚
れ
ず
、
水
を
使
っ
て
洗
う
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
携
帯
電
話

は
ほ
と
ん
ど
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

◆非常持出品（避難する時に持ち出す最小限の必需品。あまり重いと避難行動に支障が出ます）
チェック 品　　　名 点検日① 点検日② チェック 品　　　名 点検日① 点検日②

□ 非常食 □ 飲料水

□ 携帯ラジオ　　　　　
（予備の電池） □ 懐中電灯　　　　　　

（予備の電池、電球）

□ ろうそく □ ヘルメット
（防災ずきん）

□ ライター
（マッチ） □ ナイフ、缶切り、栓抜き

□ ティッシュ □ タオル

□ ビニール袋 □ 上　着

□ 下着類 □ 軍　手

□
救急医薬品　　　　　
（傷薬、ばんそうこう、解熱剤、
風邪薬、目薬など）

□ 常備薬

□ 現　金 □ 貴重品
（貯金通帳など）

□ 健康保険証 □ 身分証　
（住民票の写しなど）

◆非常備蓄品（災害復旧までの数日を自足できるもの。最低でも３日分は用意しておきましょう）
チェック 品　　　名 点検日① 点検日② チェック 品　　　名 点検日① 点検日②

□
食　品
（缶詰、レトルト、ドライフーズ、
栄養補助食品）

□ 食　品　　　　　　　
（調味料、スープ、みそ汁）

□ 食　品　
（チョコレート、のど飴など）

□ 飲料水　　　
（１人当たり１日３ℓ）

□
燃　料　
（卓上コンロ、カセットガス、
固形燃料）

□ 毛布、タオルケット、
寝袋

□
洗面用具
（歯ブラシ、石けん、タオル、ド
ライシャンプーなど）

□ 鍋、やかん

□ 簡易食器
（わりばし、紙皿、紙コップなど）

□ ラップ、アルミホイル

□ 使い捨てカイロ、マスク □ 工具類
（ロープ、バール、スコップなど）

　非常持ち出し品・備蓄品の準備は防災対策の基本です。下記のリストを参考
に、家族構成に合わせて準備しましょう。また、準備をした後も、定期的に食品
の賞味期限や電化製品の故障がないかなどを点検しましょう。

８月６日大雨による被害の状況
　　　　　　　　（８月21日午後４時現在）

１　一般住家被害
　⑴浸水被害（住家）計　69棟
　　①床上浸水　１棟（科野）②床下浸水　68棟（平野３、高丘８、
　　　長丘11、科野６、倭18、豊津19、永田３）
　⑵浸水被害（非住家）計　46棟
　　①床上浸水　１棟（豊津）②床下浸水　45棟（平野３、高丘４、
　　　長丘１、科野１、倭21、豊津15）
２　一般（宅地内等）土砂崩落
　・土砂被害　48箇所（中野１、平野７、高丘３、長丘17、科野４、倭
　　１、豊津２、上今井２、永田11）
３　農業関係被害
　⑴農地被害　法面崩落等　200箇所
　⑵農業用施設被害　土砂流入、法面崩落等　58箇所（水路被害39、
　　揚水機被害１、農道被害18）
４　公共土木施設被害
　⑴道路被害　143箇所（中野地域72、豊田地域71）
　⑵河川被害　７箇所（中野地域６、豊田地域１）
５　公共施設被害
　⑴社会福祉施設の被害　落雷によるブレーカー損傷による停電　１カ所
　⑵市有財産の被害　施設内の法面崩落　１カ所
　⑶廃棄物清掃処理施設の被害
　　①し尿処理関係　18件（平野２、高丘１、長丘１、倭３、豊津11）
　　②粗大ごみ処理関係　２件
　⑷都市施設被害　給水施設への浸水　１カ所
　⑸上下水道施設被害
　　①上水道施設被害　落雷による電気設備故障　２カ所
　　②下水道施設被害　浸水および路面洗掘による被害　３カ所
　⑹教育関係施設被害　法面崩落　１カ所　　
６　その他被害
　⑴公共交通機関被害　土砂崩落により一次運休　ＪＲ東日本飯山線
　⑵国、県道関係被害　
　　①数カ所の土砂崩落により一時通行止め　国道117号替佐～古牧間
　　②安源寺チェーン脱着所下の法面崩落　主要地方道　中野豊野線
　⑶広域連合・一部事務組合関係施設被害（中野市関係）
　　①進入路法面崩落　大俣最終処分場　　
　　②排水放流管路ならびに付近の土の崩落　豊田衛生センター

こ
れ
は
、
携
帯
電
話
会
社
が
電
気

通
信
事
業
法
に
基
づ
き
、
重
要
通

信
の
確
保
の
た
め
一
般
通
信
に
対

し
て
規
制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
で
す
。
公
衆
電
話
も
不
通

に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

停
電
の
場
合
で
あ
れ
ば
十
円
玉
が

使
え
ま
す
の
で
、
必
ず
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
に
よ
る
火
災
の
原
因
は
、

ス
ト
ー
ブ
や
台
所
の
火
が
引
火
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
中
に
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な

ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
た
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と
で
、
電
気
が
回
復

し
た
時
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
加

熱
し
引
火
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
通
電
火
災
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
、
電
化
製
品
を
使
用

し
な
い
と
き
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
外
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
長
時
間
、
座
席
な
ど
同
じ
姿
勢

で
座
り
続
け
て
い
る
と
、
膝
の
裏

あ
た
り
の
静
脈
に
血
の
か
た
ま
り

（
血
栓
）
が
で
き
る
こ
と
が
、
ま

れ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
血
栓
が
怖

い
の
は
、
歩
い
て
い
る
間
に
そ
の

一
部
が
血
流
に
乗
っ
て
肺
に
と
び
、

肺
の
血
管
を
閉
塞
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。

　
地
震
な
ど
で
家
を
失
い
、
車
で

寝
泊
り
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
場
合
に
も
、
時
々
外
に
出
て

体
を
伸
ば
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
人
は
、
膝
下
の
水
深
で
歩
く
の

が
困
難
に
な
り
、
腰
程
度
の
深
さ

に
な
る
と
歩
行
は
ほ
と
ん
ど
不
可

能
に
な
り
ま
す
。
腰
ま
で
水
が
届

く
よ
う
な
場
合
は
、
決
し
て
無
理

を
せ
ず
、
高
い
場
所
で
救
援
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
や
病
人
な
ど

を
救
出
す
る
場
合
は
、
背
負
う
か
、

浮
き
輪
を
利
用
し
（
た
だ
し
、
深

い
と
こ
ろ
で
は
流
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
使
用
し
な
い
）、
赤
ち

ゃ
ん
に
は
ベ
ビ
ー
バ
ス
を
使
用
す

る
の
も
有
効
で
す
。

非常持ち出し品・備蓄品の準備をしましょう 覚
え
て
お
こ
う
！
役
立
つ
防
災
の
豆
知
識

役
に
立
つ
も
の
ベ
ス
ト
３

十
円
玉
を
忘
れ
ず
に

通
電
火
災
に
気
を
付
け
よ
う

人
が
歩
け
る
水
の
深
さ
は
？

車
の
中
や
狭
い
と
こ
ろ
に

長
く
と
ど
ま
る
の
は
危
険

で
す

　８月６日に発生した大雨では、市内の各所で被害が発生しました。このように突然起こる大雨・
台風・洪水などの風水害や地震は、土砂崩れなどの２次災害の発生も懸念されます。
　また、災害の発生により、道路なども不通となり周囲から取り残されてしまう危険性もあります。
ここでは、そのような避難時に役立つ防災の豆知識と、非常時の持ち出し品について紹介します。

特集

災害への備えは万全ですか

問　市役所庶務課防災係　☎（22）2111（内線210）
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こ
れ
ら
の
転
倒
防
止
具
の
使
用

の
ほ
か
に
も
、
重
い
も
の
は
下
に
、

軽
い
も
の
を
上
に
収
納
す
る
だ
け

で
も
転
倒
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

複
合
的
な
対
策
が
重
要
で
す
。

　
近
年
発
生
し
た
大
き
な
地
震
の

負
傷
者
の
う
ち
、
三
十
か
ら
五
十

㌫
の
方
が
、
家
具
類
の
転
倒
・
落

下
が
原
因
で
負
傷
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
転
倒
・
転
落
し
た
家
具

類
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た
り
、

家
具
が
倒
れ
た
と
き
に
割
れ
た
食

器
や
ガ
ラ
ス
な
ど
で
け
が
を
す
る

ベ
ル
ト
・
チ
ェ
ー
ン
式

　
家
具
と
壁
を
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ジ
止

め
し
た
金
具
を
、
ベ
ル
ト
、
金
属

チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
結
ん
だ
タ
イ
プ

ス
ト
ッ
パ
ー
式

　
家
具
の
最
下
部
に
く
さ
び
状
に

挟
み
込
み
、
家
具
を
壁
側
に
傾
斜

さ
せ
る
タ
イ
プ

マ
ッ
ト
式

　
粘
着
性
の
ゲ
ル
状
の
も
の
で
、

家
具
の
底
面
と
床
面
を
接
着
さ
せ

る
タ
イ
プ

Ｌ
型
金
具

　
家
具
と
壁
を
ネ
ジ
に
よ
っ
て
固

定
す
る
タ
イ
プ

ポ
ー
ル
（
つ
っ
ぱ
り
棒
）
式

　
ネ
ジ
止
め
す
る
こ
と
な
く
、
家

具
と
天
井
の
隙
間
に
設
置
す
る
棒

状
の
タ
イ
プ

（気象庁パンフレットより）

な
ど
、
家
具
類
の
転
倒
は
二
次
的

な
負
傷
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　
地
震
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
日

ご
ろ
の
備
え
に
よ
り
次
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
事
に
よ
り
、
災
害

は
減
災
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
具
の
転
倒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　市では、平常時および災害発生時の情報伝達体制
の確保と皆さんの安全を守ることを目的に屋外スピ
ーカーを市内に132基設置し、随時、大切な情報の
放送を行っています。
　放送はゆっくり、間隔を空ける、通常会話とは異
なった話し方など工夫をしていますが、住宅の構造、
風向き、スピーカの向き、近隣の交通事情等により、
各ご家庭においては、聞こえにくい状況になること
もあります。チャイムが聞こえた場合には、窓を開
ける、聞きやすい場所に移動するなどして、放送の
内容に耳を傾けていただきますよう、お願いします。
　また、右記の方法により放送内容が確認できます
ので、どうぞご利用ください。

防災行政無線放送
大切な情報をお伝えしています 放送内容の確認方法

電話から

●ご自宅のＮＴＴ一般加入電話や携帯電話を利用して、
　放送内容を音声で確認することができます。
●ご利用方法
　　 　　　　　　ハヤクキコウムセン　
　　０１２０‐８９２‐５６０
　　　　にダイヤルしてください。（通話無料）

中野市公式ホームページから　
　
（ホームページを閲覧できる環境が必要です。）

●防災行政無線の放送内容を文書で確認することがで
　きます。
●ご利用方法
　ＵＲＬ  http://www.city.nakano.nagano.jp 

　　
パソコン：「暮らしの情報」「防災行政無線放送」

携帯電話：「防災情報」「防災行政無線放送」

◎災害伝言ダイヤル

伝言を録音するときは① ○○○○－○○－○○○○ 伝言を吹き込む

171 被災地の方は自宅の電話番号を、被災地以外の
方は被災地の方の電話番号を市外局番から入力

伝言を再生するときは② ○○○○－○○－○○○○ 伝言を聞く

◎携帯電話災害伝言板

各社のトップメニューから
「災害伝言板」を開く　　

伝言登録をする場合 「登録」を選択して伝言を入力

伝言を確認する場合 「確認」を選択し、被災地の方の携帯
電話番号を入力して伝言を見る　　

　大規模災害発生後は、被災地域では電話などが、つ
ながりにくい状況になります。災害発生時には、家族
などの安否確認のため、下記のような伝言ダイヤルや
伝言板が開設されますので、ご利用ください。

家族などの安否確認
　　　  　はこの方法で！！

８月９日の防災行政無線による震度速報の誤報について
　市ではＪ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）を導入しており、市内において震度４以上の地震が発生した場合には、市民
の皆さんにいち早く情報提供するため、防災行政無線で自動放送をすることとしています。
　しかし、８月９日㈰午後７時58分に発生した東海道南方沖の地震において、中野市の最大震度が豊津で震度２であったにもか
かわらず、防災行政無線で震度４の震度速報が誤って自動放送されました。
　現在、原因調査を行っているところですが、市民の皆さんには、ご心配ご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
今後は、再発防止に努めてまいります。

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

　
家
具
の
ガ
ラ
ス
面
に
フ
ィ
ル
ム

を
張
り
、
割
れ
た
場
合
の
飛
散
を

防
ぐ
も
の
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市
内
に
お
い
て
も
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
も
し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
次

の
こ
と
を
守
り
き
ち
ん
と
療
養
し

ま
し
ょ
う
。
　

・
体
温
三
八
度
以
上
の
発
熱
、
咳
、

の
ど
の
痛
み
な
ど
が
あ
る
と
き

は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

・
受
診
の
際
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
事
前
に
電
話
し
て
受
診
方
法

や
時
間
帯
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
マ
ス
ク
を
し
て
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

自
宅
療
養
の
ポ
イ
ン
ト

　
現
在
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
発
症
し
た
場
合
、
重
症
お
よ
び

そ
の
危
険
性
が
あ
る
方
は
入
院
し

て
治
療
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
方
は
医
師
の
指
導
の
も
と

自
宅
で
療
養
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
療
養
の
基

本
は
同
じ
で
す
が
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
場
合
は
免
疫
を
持
っ

て
い
な
い
家
族
の
方
な
ど
が
看
病

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
感
染
の

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

体
調
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

・
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
薬

は
症
状
が
な
く
な
っ
て
も
最

後
ま
で
飲
み
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
療
養
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　　「
発
熱
な
ど
の
症
状
が
始
ま

　
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
七
日
間
」

ま
た
は
「
熱
が
下
が
っ
て
か

ら
二
日
を
経
過
す
る
ま
で
」

は
外
出
を
控
え
安
静
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
体
温
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

・
水
分
の
補
給
は
こ
ま
め
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
栄
養
を
と
り
、
充
分
な
睡
眠

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
な
換
気
と
適
度
な
湿

度
（
五
十
～
六
十
パ
ー
セ
ン

ト
）
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

自
宅
療
養
中
に
、
次
の
症

状
が
見
ら
れ
た
時
は
、
速

や
か
に
医
師
に
相
談
を

・
四
日
以
上
発
熱
が
継
続
し
、
体

調
が
回
復
し
な
い
場
合

・
息
苦
し
さ
や
胸
の
痛
み
を
感
じ

る
場
合

・
水
分
が
思
う
よ
う
に
摂
れ
ず
、

立
ち
く
ら
み
な
ど
脱
水
が
疑
わ

れ
る
場
合

・
症
状
が
い
っ
た
ん
軽
く
な
っ
た

後
、
ぶ
り
返
し
て
発
熱
や
せ
き

が
ひ
ど
く
な
っ
た
場
合

・
呼
び
か
け
へ
の
反
応
が
お
か
し

い
な
ど
の
意
識
障
害
や
け
い
れ

ん
が
現
れ
た
場
合

家
族
の
健
康
管
理

・
家
族
の
方
も
毎
日
体
温
を
測
り

ま
し
ょ
う
。

・
患
者
と
接
す
る
と
き
は
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
患
者
の
世
話
を
し
た
後
な
ど
こ

ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
可
能
な
ら
患
者
と
別
の
部
屋
で

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
の
方
も
体
調
に
注
意
し
外

出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
や
む
を

え
な
い
外
出
の
時
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
電
話
相
談
（
☎
�
２
１
１
１
内

線
２
４
２
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

か
か
ら
な
い
　
ひ
ろ
げ
な
い

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
を
！！

宝くじスポーツフェア
はつらつママさん
バレーボール in Nakano

11月１日 (日 )

開催決定！

～開催主旨～　オリンピックメダリストや全日本経験者などで編成される
「ドリームチーム」と「地元ママさんチーム」による親善試合やバレー
ボール教室などを開催し、バレーボールを通じて「健全な家庭の育成」と
「長寿社会に対応した明るいまちづくり」を進めるとともに、宝くじの普
及広報を行うことを目的としています。（中野市では初の開催）

問い合わせ先　市役所文化スポーツ振興課スポーツ振興係　☎（２２）２１１１（内線３６４）

日時　11月１日㈰  午後０時20分～　会場　市民体育館（入場無料）
主催　長野県、中野市、財団法人自治総合センター
協力　財団法人日本バレーボール協会、長野県バレーボール協会、中野市
　　　ママさんバレーボール連盟、中野市体育指導委員会
その他　駐車場には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

ドリームチーム選手（予定）

（中野市出身）

※都合によりプログラムを変更する場合もあります。

ママさん

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
、

八
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
長
野
一
区
で
は
、
篠

原
孝
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
野
市
開
票
区
の
投
票
・
開
票

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

衆
議
院
小
選
挙
区

選
出
議
員
選
挙
長
野
一
区

有
権
者
数
　
　
三
七
、
九
五
七
人

男
　
　
一
八
、
三
二
二
人

女
　
　
一
九
、
六
三
五
人

投
票
者
数
　
　
二
八
、
〇
〇
六
人

男
　
　
一
三
、
八
〇
七
人

女
　
　
一
四
、
一
九
九
人

投
票
率
　
　
　
　
七
三
・
七
八
％

男
　
　
　
七
五
・
三
六
％

女
　
　
　
七
二
・
三
一
％

有
効
投
票
　
　
二
七
、
六
九
六
票

無
効
投
票
　
　
　
　
　
三
一
〇
票

持
ち
帰
り
そ
の
他
　
　
　
　
〇
票

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

篠
原
　
孝
（
民
主･

前
）

　
　
　
　
　
一
六
、
〇
六
〇
票

小
坂
憲
次
（
自
民
・
前
）

　
　
　
　
　
九
、
七
八
五
票

山
口
典
久
（
共
産
・
新
）

　
　
　
　
　
　
一
、
六
五
九
票

横
田
基
文
（
諸
派
・
新
）一

九
二
票

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

投
票
者
数
　
　
二
七
、
九
九
九
人

男
　
　
一
三
、
八
〇
三
人

女
　
　
一
四
、
一
九
六
人

投
票
率
　
　
　
　
七
三
・
七
七
％

男
　
　
　
七
五
・
三
四
％

女
　
　
　
七
二
・
三
〇
％

有
効
投
票
　
　
二
七
、
一
四
四
票

無
効
投
票
　
　
　
　
　
八
五
三
票

持
ち
帰
り
そ
の
他
　
　
　
　
二
票

政
党
別
得
票
数
（
得
票
順
）

民
主
党
　
　
　
一
三
、
六
一
三
票

自
由
民
主
党
　
　
七
、
〇
〇
三
票

日
本
共
産
党
　
　
二
、
〇
〇
〇
票

公
明
党
　
　
　
　
一
、
九
一
四
票

社
会
民
主
党
　
　
一
、
一
六
八
票

国
民
新
党
　
　
　
　
　
七
五
六
票

新
党
日
本
　
　
　
　
　
五
四
六
票

幸
福
実
現
党
　
　
　
　
一
四
四
票

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
者
数
　
　
二
六
、
五
八
五
人

男
　
　
一
三
、
〇
七
六
人

女
　
　
一
三
、
五
〇
九
人

投
票
率
　
　
　
　
七
〇
・
〇
九
％

男
　
　
　
七
一
・
四
一
％

女
　
　
　
六
八
・
八
五
％

有
効
投
票
　
　
二
五
、
七
九
〇
票

無
効
投
票
　
　
　
　
　
七
九
二
票

持
ち
帰
り
そ
の
他
　
　
　
　
三
票

（
投
票
結
果
は
省
略
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

投
票
・
開
票
結
果
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「
２
０
０
９
健
康
づ
く
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、
十
月
三
日
㈯

に
、
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ
バ

イ
エ
ー
中
野
、
な
が
で
ん
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。

「
健
康
は
家
族
の
幸
せ
、
み
ん
な

の
願
い
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

健
康
づ
く
り
を
題
材
と
し
た
楽
し

く
、
そ
し
て
た
め
に
な
る
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
十
月
三
日
㈯

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
五
時

会
場
　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
エ
フ
バ

イ
エ
ー
中
野
、
な
が
で
ん
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
中
野

内
容

○
講
演
会

・
講
師 

森
野
眞
由
美
氏
（
管
理

栄
養
士
）

・
演
題
『
病
気
に
な
ら
な
い
日
々

の
食
事
』

○
健
康
コ
ー
ナ
ー

　
血
糖
値
・
血
圧
・
骨
密
度
測
定
、

健
康
相
談
、
糖
尿
病
相
談
、
介

護
用
品
展
示
な
ど

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
無
料
体
験

運
動
指
導

　
他
に
も
、
製
作
品
展
示
販
売
、

昔
の
手
作
り
お
や
つ
の
試
食
、
可

燃
ゴ
ミ
指
定
袋
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

2009
健
康
づ
く
り

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▲森野眞由美 氏

▲健康コーナー（一昨年の様子）

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
社

会
生
活
を
送
る
う
え
で
、
日
常
、

継
続
的
に
心
が
け
る
べ
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
な
る
市
民
憲
章

を
制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
制
定
に
あ
た
り
、
憲
章
の
原
案

を
策
定
し
、
市
長
へ
提
言
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
民
憲
章
策
定
懇

話
会
を
設
置
し
、
そ
の
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
二
人

任
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
市
長
へ
市

民
憲
章
を
提
言
す
る
日
ま
で

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
方

応
募
方
法
　
様
式
は
任
意
で
す
が
、

市
民
憲
章
に
関
す
る
ご
意
見
を
記

載
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
い
た
だ
き
、

直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
　
九
月
二
十
四
日
㈭

決
定
方
法
　
選
考
に
よ
り
決
定

そ
の
他　

報
酬
や
交
通
費
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

フ
ァ
ク
ス
�
０
３
４
９

Ｅ
メ
ー
ル
　shom

u@
city.nakano.

nagano.jp

策
定
懇
話
会
の

　
　
委
員
を
公
募
し
ま
す

10
　3

　
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と

観
光
資
源
（
歴
史
・
文
化
・
自

然
・
農
産
物
）
の
認
知
度
を
高
め
、

市
の
観
光
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

同
日
に
市
内
各
地
で
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
を
巡
る
「
第
一
回
な

か
の
巡
り
Ｅ
Ｙ
Ｅ
ウ
ォ
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

期
日
　
十
月
二
十
四
日
㈯

時
間　

午
前
十
一
時
（
出
発
式
）

ス
タ
ー
ト
　
午
前
十
一
時
三
十
分

（
ゴ
ー
ル
締
切
時
間
　
午
後
二
時

三
十
分
）

主
会
場
　
旧
中
野
高
校（
ス
タ
ー
ト
）、

中
野
陣
屋
前
広
場
（
ゴ
ー
ル
）

コ
ー
ス
　
市
街
地
か
ら
東
山
を
散

策
す
る
周
回
コ
ー
ス
（
全
長
二
・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

主
催
　
な
か
の
街
並
み
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
実
行
委
員
会
　

定
員
　
三
百
人

参
加
費
　
五
〇
〇
円
（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）
※
参
加
賞
あ
り

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
役
所
商
工
観
光
課
、

豊
田
支
所
に
あ
る
ほ
か
、
な
か

の
巡
り
Ｅ
Ｙ
Ｅ
ウ
ォ
ー
ク
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w.

city.nakano.nagano.jp/city/
shokan/m

-w
alk/index.htm

l　

申
込
期
限
　
九
月
三
十
日
㈬

※
申
込
期
限
内
で
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
な
か
の
街
並
み
ウ
ォ
―
キ
ン
グ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

第１回

な
か
の
巡
り
Ｅあ

　
　
　い
Ｙ
Ｅ
ウ
ォ
ー
ク

商
工
観
光
課
内
）

　
〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
　

　
中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
三
番
十
九
号

　
☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
５
９
）

○
信
州
な
か
の
観
光
協
会

　
〒
３
８
３
‐
０
０
２
２
　

　
中
野
市
中
央
二
丁
目
二
番
六
号

　
☎
�
２
２
１
１

　
市
内
の
音
楽
活
動
者
の
方
や
一

般
の
方
を
対
象
に
発
声
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
発
声
の
基
礎
か
ら
実

践
ま
で
、
優
し
く
、
分
か
り
や
す

く
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
合
唱
に
興
味
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
考
え

て
い
る
方
も
大
い
に
歓
迎
で
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
十
月
十
一
日
㈰

時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

三
十
分
（
受
付
一
時
か
ら
）

会
場
　
中
央
公
民
館
　
音
楽
室

講
師
　
佐
原
玲
子
先
生
（
長
野
県

合
唱
連
盟
副
理
事
長
、
サ
イ
ト
ウ

キ
ネ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ジ
ュ
ニ

ア
コ
ー
ラ
ス
を
指
導
）

参
加
費
　
無
料

主
催
　
中
野
市
、
中
野
市
音
楽
団

体
連
盟

申
込
期
限
　
十
月
二
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文

化
振
興
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

３
９
４
）

家電製品などの処分は、原則として年２回の「不燃
性粗大ごみ回収」をご利用ください。次回は10月に
実施する予定です。

　
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か
？

　
申
請
期
限
は
、
九
月
三
十
日

㈬
で
す
。
ま
だ
、
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
至
急
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

  
申
請
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な

９
月
３０
日
㈬
　
申
請
期
限
で
す

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

点
が
あ
る
方
は
、
中
野
市
定
額

給
付
金
事
業
等
実
施
本
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
野
市
定
額

給
付
金
事
業
等
実
施
本
部
（
市

役
所
政
策
情
報
課
内
） 

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６

・
４
０
１
）　

合
唱
の
た
め
の
発
声
講
習
会

　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

問い合わせ先　市役所環境課衛生係
       ☎（２２）２１１１（内線２４５）

 テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷
凍庫・洗濯機・衣類乾燥機は、原
則として「買ったお店」または
「買い換えるお店」に引取依頼し
てください。
 その際のリサイクル料金や収集
運搬費用については、お店に支払
いをお願いします。
 これ以外の処理方法については、
環境課までお問い合わせください。

家電リサイクル法
対象機器の処理方法

粗大ごみを回収する
無許可業者にご注意を！

 家電製品を回収する業者が市内を巡回しています。
 家庭で不要になった粗大ごみなどを収集するには、
法律により一般廃棄物収集運搬業の許可が必要となり
ます。
 許可の無い業者には粗大ごみなどの
回収を頼まないようにしましょう。

中
野
市
民
憲
章

《見どころ》☆信越放送『ラジオ出たとこ勝負』生放
送☆なかのEbesa（九斎市、THE☆若者まちなか音楽会）☆
中野陣屋・県庁記念館☆東横町（あんと市）☆高梨館跡公
園（秋の“高梨まつり”）☆霊閑寺☆日本土人形資料館（日本
土人形資料館まつり）☆巡り逢いの丘☆如法寺（大悲閣観音
堂）☆中野陣屋前広場 農産物直売所（秋の味覚と巡り逢
い）☆旧中野高校（信州中野 環境祭）

信州中野 環境祭

立志館高校 資料館まつり
（500ｍ地点）

中野陣屋前広場
ゴール地点（2,200ｍ）
・なかのＥbesa
・九斎市
・ＴＨＥ☆若者まちなか音楽会
・秋の味覚と巡り逢い

秋の”高梨まつり”
（1,500ｍ地点）

（1,000ｍ地点）

旧中野高校
スタート地点

巡り逢いの丘

あんと市
（2,000ｍ地点）

◇なかの巡りＥＹＥウォーク◇コース図
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八
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
高
社
中
学
校
三
年
の
田
中
良

輔
さ
ん
、
武
田
す
み
れ
さ
ん
、
相
馬
夏
月
さ
ん
、
市
川
夕
貴
葉
さ
ん
の

四
名
が
、「
平
和
使
節
」
と
し
て
、
被
爆
地
の
広
島
県
広
島
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

四
名
が
戦
争
の
む
な
し
さ
や
悲
惨
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
広
島
市
の

中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

被 

爆 

地 

派 

遣～ 広
島
市 

～

　

八
日
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
南
宮
中
学
校
三
年
の
小
林
征

也
さ
ん
、
小
平
稜
也
さ
ん
、
牧
野
祥
子
さ
ん
の
三
名
が
、「
学
校
新
聞

特
派
員
」
と
し
て
、
姉
妹
都
市
の
大
分
県
竹
田
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

三
名
が
実
際
に
見
て
、
感
じ
た
姉
妹
都
市
の
様
子
や
、
竹
田
市
の
中

学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

学
校
新
聞
特
派
員

～ 
姉
妹
都
市
　
竹
田
市 

～

　
竹
田
市
は
、
ト
マ
ト
と
高
原
野

菜
作
り
が
盛
ん
で
長
野
県
と
似
て

い
ま
す
。
ト
マ
ト
は
西
日
本
一
位

で
す
。
ま
た
、
カ
ボ
ス
と
サ
フ
ラ

ン
は
、
日
本
一
の
栽
培
面
積
と
生

産
量
を
誇
る
特
産
物
で
す
。

　
竹
田
市
の
総
面
積
は
四
七
七
・

六
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
中
野

市
の
四
倍
程
で
す
。
人
口
は
中
野

市
が
四
万
六
千
人
程
な
の
に
対
し

て
二
万
五
千
人
程
で
す
。

　
竹
田
市
に
は
、
久
住
連
山
の
恵

み
の
湧
水
郡
が
あ
り
水
質
は
全
国

名
水
百
選
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。
そ
れ
ら
は
生
活
や
農
業

用
水
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
祀
ら
れ
、
時
に
は
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
に
な
り
ま
し
た
。

円
形
分
水
…
円
形
分
水
は
水
争
い

を
鎮
め
る
た
め
に
耕
作
面
積
に
応

じ
て
配
水
す
る
仕
組
み
で
す
。

白
水
ダ
ム
…
ダ
ム
か
ら
あ
ふ
れ
出

す
水
が
滝
と
な
り
、
速
く
流
れ
落

ち
る
姿
は
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
の

よ
う
で
し
た
。
国
指
定
重
要
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
不
朽
の
名
曲
「
荒
城
の
月
」
を

作
曲
し
二
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た

瀧
廉
太
郎
は
、
少
年
期
を
竹
田
市

で
過
し
ま
し
た
。
瀧
廉
太
郎
記
念

館
で
十
二
歳
～
十
四
歳
の
頃
描
い

た
絵
を
見
ま
し
た
。
と
て
も
少
年

時
代
に
描
い
た
絵
だ
と
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
文
字
も
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
瀧
廉
太
郎
が
勉
学
に

打
ち
込
ん
だ
蔵
に
も
入
り
ま
し
た
。

六
連
橋
…
六
つ
の
ア
ー
チ
の
石
橋

で
す
。
石
橋
の
上
に
は
、
農
業
用

水
が
流
れ
て
い
ま
す
。
連
数
で
日

本
一
を
誇
る
水
路
橋
だ
そ
う
で
す
。

▲全校平和集会で原爆について学習

▲「荒城の月」瀧 廉太郎像の前にて

▲重要文化財「白水ダム」の前にて

▲原爆ドームの前にて

　
僕
た
ち
は
、
被
爆
地
派
遣
事
業

で
八
月
四
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で

広
島
に
学
習
を
し
に
行
き
ま
し
た
。

初
日
は
、
中
野
市
か
ら
広
島
へ
の

移
動
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
、
午
前
中
に
翠
町
中
学

校
と
の
平
和
交
流
会
を
し
て
、
自

分
た
ち
の
学
校
で
取
り
組
ん
で
る

こ
と
や
伝
統
な
ど
を
発
表
し
あ
い

ま
し
た
。
午
後
は
、
原
爆
ド
ー
ム

や
平
和
記
念
資
料
館
を
見
ま
し
た
。

資
料
館
で
は
、
八
時
十
五
分
で
止

ま
っ
て
い
る
時
計
、
兵
士
の
服
、

真
っ
黒
な
つ
め
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
原
爆
ド
ー
ム
も
見
ま

し
た
。
原
爆
が
ど
れ
ほ
ど
の
威
力

で
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
あ
る
程
度
わ
か
り
ま
し
た
。

次
に
原
爆
を
受
け
た
人
の
お
話
を

聞
い
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
三
日
目
は
平
和
記
念
式
典
に
参

加
し
て
総
理
大
臣
と
広
島
県
知
事

の
お
話
を
聞
い
て
八
時
十
五
分
に

は
黙
と
う
を
し
ま
し
た
。

　
色
ん
な
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て
、

平
和
記
念
資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム

を
見
て
、
一
人
ひ
と
り
が
助
け

合
っ
て
協
力
し
た
か
ら
今
の
日
本

が
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
い
ま
ま
で
、
平
和
に
つ
い

て
あ
ま
り
よ
く
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今

回
平
和
の
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
原
爆
は
、
六
十
四
年
た
っ
た
今

で
も
放
射
線
の
影
響
で
苦
し
ん
で

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
原
爆
は

そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
勉

強
し
ま
し
た
。

　
平
和
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
今

が
と
て
も
平
和
だ
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
完
全
に
平
和
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
い
じ
め
が
な
く

な
っ
て
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら

し
て
い
け
て
こ
そ
本
当
の
平
和
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

ま
ず
い
じ
め
を
し
な
い
こ
と
、
見

過
ご
さ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
は

一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
大
事
に
な

り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
平
和
は
自

分
た
ち
で
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

広
島
で
の
思
い
出

　
広
島
に
行
き
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
戦
争
と
平
和
に
対
す
る
考
え

方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
人
類
は
過
去
に
二
回
核
兵
器
を

使
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
多

く
の
人
々
の
未
来
を
壊
し
、
計
り

知
れ
な
い
悲
し
み
と
怒
り
を
与
え

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
再

び
お
こ
さ
な
い
た
め
に
、
全
世
界

が
協
力
し
て
核
兵
器
の
廃
絶
に
力

を
注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
核
の
力
、
原
子
力
を
世
界

平
和
の
た
め
に
使
い
、
広
島
の
悲

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
中
学
生
が
核
兵
器
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
意
識
を

持
つ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
世
界
の

た
め
に
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
最
後
に
行
っ
た
場
所

は
岡
城
で
す
。
こ
の
城
跡
に
瀧
廉

太
郎
は
よ
く
登
り
「
荒
城
の
月
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
建
物
は
、
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が

石
垣
は
松
本
城
よ
り
も
大
き
く
て

広
い
城
で
し
た
。
世
界
遺
産
登
録

す
る
運
動
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
城
跡
に
は
瀧
廉
太
郎
の
銅
像
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
城
跡
か
ら

見
下
ろ
す
道
路
を
自
動
車
が
通
る

と
タ
イ
ヤ
の
音
が
「
荒
城
の
月
」

の
音
楽
に
な
る
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
二

日
目
、
私
達
は
緑
ヶ
丘
中
学
校
の

平
和
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
毎

年
八
月
六
日
、
広
島
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
に
九
州
全
県
の
小
中

学
生
が
登
校
し
、
平
和
学
習
を
通

し
て
命
の
尊
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
全
校
平
和
集
会
で
は
三
年
生
の

皆
さ
ん
が
、
被
爆
か
ら
十
数
年
後

に
突
然
後
遺
症
で
亡
く
な
っ
た
、

さ
だ
こ
さ
ん
と
い
う
少
女
の
お
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
達

は
、
原
爆
投
下
か
ら
六
十
年
以
上

経
っ
た
今
も
な
お
人
々
を
苦
し
め

続
け
る
原
爆
症
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
校
平
和
集
会
の
後
、
私
達
は

二
学
年
の
ク
ラ
ス
で
沖
縄
戦
に
つ

い
て
一
緒
に
学
習
し
ま
し
た
。
私

達
が
実
際
に
戦
争
を
経
験
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
に

多
く
を
学
び
、
風
化
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
次
の
世
代
へ
と
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
緑
ヶ
丘
中
学
校
の
生

徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
の

こ
と
を
聞
い
た
り
、
両
校
の
活
動

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
私
は
、
こ
の
学
校
新
聞
特

派
員
事
業
を
通
し
て
、
平
和
に
つ

い
て
緑
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
会
活

動
に
つ
い
て
な
ど
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
を
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
の
様
々
な
場
面
で
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
田
市
に
つ
い
て

瀧 

廉
太
郎
に
つ
い
て

緑
ヶ
丘
中
学
校
と
交
流

見
て
聞
い
て
学
ん
だ
こ
と

広
島
に
い
っ
た

広
島
で
学
ん
だ
こ
と

▲被爆体験者のお話を聞きました

▲翠町中学校の校内慰霊祭に参加

▲平和祈念式典で黙とう

　
翠
町
中
学
校
と
の
交
流
で
は
、

生
徒
の
戦
争
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
意
識
が
高
く
て
驚
き
ま
し
た
。

校
内
慰
霊
祭
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

体
験
者
と
の
交
流
の
前
に
、
私

が
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
と
老
人

が
私
の
前
に
来
て
、
急
に
戦
争
の

話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
老

人
の
方
も
被
爆
さ
れ
て
い
て
そ
の

話
が
悲
し
く
て
、
泣
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
の
話
を
忘

れ
る
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
三
日
間
、
戦
争
、
原
爆
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

私
一
人
の
力
で
は
国
を
動
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
日
本
が

再
び
戦
争
を
す
る
の
な
ら
何
も
言

え
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ

ん
な
日
が
来
な
い
た
め
に
、
こ
の

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
で
す
。



体
験
な
ど
普
段
体
験
で
き
な
い

メ
ニ
ュ
ー
に
、
首
都
圏
の
皆
さ

ん
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
閉
村
式
で
は
、
来
年
の
再
開

を
誓
い
合
い
、
皆
さ
ん
は
笑
顔

で
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。
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「
信
州
な
か
の
・
ふ
る
さ
と

体
験
塾
２
０
０
９
」
で
交
流
会

　

八
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で

の
三
日
間
、
農
業
・
農
村
体
験

交
流
事
業
「
信
州
な
か
の
・
ふ

る
さ
と
体
験
塾
２
０
０
９
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、

首
都
圏
か
ら
子
ど
も
を
含
め

三
十
人
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
中

野
市
を
訪
れ
、
北
信
濃
ふ
る
さ

と
の
森
文
化
公
園
内
の
市
立
博

物
館
に
お
い
て
開
村
式
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
で
七
回
目
を
迎
え
る

こ
の
事
業
は
、
首
都
圏
の
方
々
に

農
作
業
や
農
村
の
食
・
自
然
に
触

れ
、
交
流
す
る
中
で
、
信
州
中
野

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
、
農
産
物
の
大
切
さ
や
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
日
の
合
同
夕
食
会
で
は
、
中

野
市
産
の
農
産
物
な
ど
を
使
っ
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
実
行
委

員
や
Ｊ
Ａ
中
野
市
青
年
部
の
役
員

の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
日
目
以
降
は
ブ
ド
ウ

狩
り
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
き
の
こ

栽
培
施
設
の
見
学
、
モ
モ
の
収
穫
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六
十
代
男
性
で

す
。
農
作
業
中
ハ
チ

に
刺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
？

Ａ
　
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
刺

さ
れ
た
傷
口
を
流
水
で
よ
く
洗
い

流
し
ま
す
。
ハ
チ
の
針
が
残
っ
て

い
れ
ば
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
は
安
静
に
し
て
、
局
所
を
冷
や

し
て
様
子
を
み
ま
す
。
刺
さ
れ
た

直
後
か
ら
一
時
間
以
内
に
何
ら
か

の
全
身
症
状
が
出
た
場
合
は
要
注

意
で
、
特
に
以
前
ハ
チ
に
刺
さ
れ

て
激
し
い
症
状
が
出
た
方
は
生
命

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
気
分
不
良

や
息
苦
し
さ
な
ど
が
み
ら
れ
た
場

合
は
、
た
だ
ち
に
救
急
車
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。
全
身
症
状
が
な
く

て
も
発
赤
や
は
れ
、
か
ゆ
み
や
痛

み
が
強
い
場
合
は
医
師
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
患
部

に
虫
刺
さ
れ
の
薬
（
副
腎
皮
質
ホ

ル
モ
ン
含
有
の
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟

膏
）
を
塗
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

★
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は

　
ま
ず
、
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
屋
外
作
業
や
野
外
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
際
は
、
ハ
チ
の
巣

に
注
意
を
払
い
、
む
や
み
に
巣
に

近
づ
い
た
り
、
い
た
ず
ら
を
し
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
も
し

ハ
チ
が
近
く
に
来
て
も
追
い
か
け

た
り
腕
を
振
り
回
す
な
ど
せ
ず
、

じ
っ
と
し
て
い
ま
し
ょ
う
。
む
や

み
に
動
く
と
ハ
チ
は
攻
撃
さ
れ
た

と
思
い
、
興
奮
し
て
威
嚇
し
て
く

る
の
で
、
余
計
に
刺
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ハ
チ
を
刺
激
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
ハ
チ
は
黒
い
色
を
好
む

傾
向
が
あ
り
、
毛
髪
や
目
な
ど
を

襲
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

頭
を
隠
す
よ
う
に
低
い
姿
勢
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
秋
に
な
る
と
ハ
チ

の
攻
撃
性
が
高
ま
る
の
で
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
外
に
干
し
て
お
い
た
洗

濯
物
に
ハ
チ
が
紛
れ
て
い
た
た
め

刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例
も

あ
り
ま
す
の
で
、
洗
濯
物
を
と
り

込
む
際
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
�
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

24ｈ

電
話
医
療
相
談
所
で
す

こ
ん
に
ち
は

問い合わせ先
市役所売れる農業推進室
☎（２２）２１１１（内線３８１）

中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
で
は
、
毎
日
二
十
四
時
間
、
看
護
師
や

保
健
師
が
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
心
配
事
・
相
談
事
が
あ
る

場
合
は
☎
�
０
３
０
０
ま
で
遠
慮
な
く
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　市内の農産物や加工品などをより多くの皆
さんにご利用いただくため、選べるカードギ
フト「信州中野まごころのカード」を発行し
ました。今回は、旬の農産物や酒類、みそ、
しょうゆなどの加工品や果物狩りなどの体験
メニューのほか、新たに、信州牛・黒豚のハ
ンバーグ、手作り無添加せっけんセットが加
わりました。
　冠婚葬祭の引き出物や、さまざまな場面で
の贈り物に、どうぞご利用ください。

販売価格　１冊３，１５０円
有効期限　９月１日㈫～平成２２年２月２８日㈰
取り扱い　㈶中野市産業公社　
　　　　　☎（２２）２１１１（内線２９９）

信州中野まごころのカード信州中野まごころのカード
ふるさとの味を贈り物で

▲今回発行したカード

　
現
在
お
使
い
の
「
国
民
健
康
保

険
証
」
の
有
効
期
限
は
本
年
九
月

三
十
日
㈬
で
す
。
新
し
い
保
険
証

（
一
般
用
が
緑
色
、
退
職
者
用
が

オ
レ
ン
ジ
色
）
を
九
月
末
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
の
で
記
載
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
十
月
一
日
㈭
以

降
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

保
険
証
は
、
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

古
い
国
保
の
保
険
証
は
十
月
一
日

㈭
以
降
に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
保

険
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

七
十
歳
以
上
、
七
十
五
歳
未
満
の

方
は
、
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証

を
あ
わ
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
割
合
は

三
割
で
す
が
、
七
十
歳
以
上
で
所

得
が
現
役
並
み
所
得
以
外
の
方
は

一
割
に
な
り
ま
す
。
七
十
五
歳
以

上
の
方
と
、
六
十
五
歳
以
上
で
一

定
の
障
害
の
認
定
を
受
け
た
方
に

は
、
七
月
末
に
「
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
証
」
（
黄
色
）
の
保
険
証

を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方
は
、

必
ず
、
市
役
所
市
民
課
、
福
祉
課

ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
へ

届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
ま

た
は
被
扶
養
者
で
あ
る
の
に
保

険
証
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合

　
早
急
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

　
国
保
と
お
勤
め
先
の
健
康
保
険

の
両
方
の
保
険
証
、
印
鑑

◆
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
の
に
保

険
証
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
場
合

　
再
就
職
先
で
す
ぐ
に
健
康
保
険

に
加
入
す
る
場
合
を
除
き
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
退
職
さ
れ
た
お
勤
め
先
の
健
康

保
険
に
任
意
継
続
で
加
入
す
る

②
家
族
で
お
勤
め
し
て
い
る
方
の

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
る

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　
①
の
場
合
は
退
職
さ
れ
た
お
勤

め
先
に
、
②
の
場
合
は
ご
家
族
の

方
の
お
勤
め
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
③
の
場
合
は
、
原
則

と
し
て
退
職
後
十
四
日
以
内
に
市

役
所
へ
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

　
勤
め
て
い
た
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
離
脱
（
資
格
喪
失
）
証
明
書
、

印
鑑
、
年
金
手
帳
、
六
十
歳
以
上

で
年
金
証
書
を
お
持
ち
の
方
は
年

金
証
書
、
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

　
保
険
税
は
世
帯
ご
と
に
税
額
が

算
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
と
な
る

世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
保
険
証
を
送
付
せ
ず
に
、
来

庁
い
た
だ
き
、
納
税
相
談
の
う
え

交
付
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

中
野
市
国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
十
月
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上

（
本
年
四
月
一
日
現
在
）
の
公
的

年
金
受
給
者
で
、
公
的
年
金
所
得

に
対
す
る
個
人
住
民
税
が
発
生
す

る
方
は
、
年
六
回
の
年
金
支
給
の

都
度
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
が
始
ま
り
ま
す
。
特
別
徴
収
さ

れ
る
税
額
な
ど
は
、
六
月
中
旬
に

市
か
ら
送
付
し
ま
し
た
「
平
成

二
十
一
年
度
市
県
民
税
税
額
決

定
・
納
税
通
知
書
」
（
二
枚
目
の

左
側
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
は
個
人
住
民

税
の
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
税

負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
な
か
の
六
月

号
の
挟
み
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

区分　 支給対象者
乳幼児 ０歳～小学校３年生
身体障害者手帳
交付者

１級～４級（４級は所得税非課税世
帯が対象）

療育手帳交付者 Ａ１～Ｂ２※Ｂ２は所得制限あり（特別障害者手当）
精神障害者保健
福祉手帳交付者

１級…所得制限あり（特別障害者手当）
２級・３級…市民税非課税世帯

６５歳以上の国民
年金法該当者

障害基礎年金（１級および２級）を
受給している方

母子家庭・父子
家庭

1８歳未満（高等学校卒業まで）の児
童と扶養している方※父子家庭は所
得制限あり（児童扶養手当）

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）が
始
ま
り
ま
す

住
民
税
の
特
別
徴
収

　福祉医療費とは、乳幼児・障害者・母子家庭・父子
家庭の方を対象に、医療費の自己負担の一部を給付す
るものです。申請には保険証、手帳（身体障害者手
帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳）、印鑑、通
帳が必要となります。

※1０月診療分から受給者負担金が１レセプトあたり
3００円から５００円に変更となります。また、医療機関
では受給者証を必ず提示してください。

問い合わせ・申請先
市役所代表　☎（２２）２１１１
乳幼児に関して…子育て課子ども支援係（内線 3５６）
乳幼児以外に関して…福祉課厚生保護係（内線 ２５５）
豊田支所地域振興課市民生活係　☎（3８）３１１１
（内線 13２）

ご存知ですか？ 福祉医療制度

月 

か
ら

１０

▲初めて巨峰を収穫しました
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子どもにとって学校は、もっとも安全な場所でなければなりません。
市内小中学校の耐震補強工事が本年度中に完了となるこのときに、より安全な学校環境とそこで
生活する子どもの安全指導について考えてみます。

学校環境を考え・支える　～学校環境のより高い安全性と安全指導について～

８月24日㈪午後５時までに校正をお願いします。　庶務課秘書広報係　綱嶋

　
今
年
は
『
人
権
・
平
和
・
多
文

化
共
生
』
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
十

日
㈯
、
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
作
品
・
ポ
ス
タ
ー
展
示
】

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内
容
　
当
館
の
地
域
交
流
事
業
の

教
室
作
品
、
集
会
所
利
用
者
趣
味

の
会
の
皆
さ
ん
の
作
品
お
よ
び
人

権
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

【
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
】

時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
二
時

会
場
　
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

内
容
　
日
用
品
雑
貨
や
農
産
物
な

ど
の
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
赤
飯
・
山

菜
お
こ
わ
の
販
売
や
無
料
キ
ノ
コ

汁
の
提
供
も
あ
り
ま
す
。

【
歌
う
キ
ネ
マ
『
ホ
タ
ル
』
】

時
間
　
午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

会
場　

中
央
公
民
館
　
講
堂

演
題
　
『
ホ
タ
ル
』
（
戦
争
に
運

命
を
翻
弄
さ
れ
た
夫
婦
の
物
語
）

出
演　

趙ち
ょ
う
ば
く博
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
中
野
市
人
権
セ
ン

タ
ー
）
☎
�
２
２
８
７

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

▲唄う浪花の巨人
「パギやん」こと
趙博さん

　
東
江
部
区
で
は
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
に
よ

る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
）
の
助

成
を
受
け
て
、
神
楽
、
長
持
ち
、

リ
ヤ
カ
ー
、
テ
ン
ト
を
整
備
し
ま

し
た
。
同
区
で
は
毎
年
、
春
・
秋

祭
り
を
区
民
祭
と
位
置
づ
け
、
区

民
総
参
加
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
新
調
は
区
民
の
長

い
間
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。
　

　
こ
の
助
成
事
業
に
よ
る
新
し
い

お
祭
り
道
具
に
よ
り
、
大
人
か
ら

子
供
ま
で
が
触
れ
合
い
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
が
一
層
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

東
江
部
区
で
お
祭
り
道
具
を
整
備

　
児
童
生
徒
が
一
日
の
大
半
を
過

ご
す
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
が

利
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
風
水

害
・
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
し
て

最
も
安
全
な
場
所
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

学
校
と
は

施
設
・
設
備
・
備
品
の

二
重
、
三
重
の
安
全
点
検

と
補
修
な
ど
で
維
持
管
理

よ
り
安
全
性
を
高
め
る
校

舎
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事

が
間
も
な
く
完
了
し
ま
す

い
の
ち
を
守
る
安
全
指
導

　
ど
ん
な
設
備
・
備
品
も
使
っ
て

い
け
ば
古
く
な
り
、
故
障
し
、
壊

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
日
常
点
検

を
二
重
、
三
重
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
点
検
活
動
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
た
り
、
気
が
緩
ん
だ
り
し
な

い
よ
う
に
学
校
で
は
定
期
的
に
安

全
点
検
の
日
を
設
け
、
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
理
科
の
薬
品
、
家
庭
科
の
包

丁
、
図
工
科
の
小
刀
な
ど
の
道
具

類
は
、
数
量
の
確
認
、
収
納
、
施

錠
を
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
補
修
に
つ
い
て
は
、
常
に
学
校

と
教
育
委
員
会
が
連
絡
を
密
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
建
物
の
耐
震
設
計
の
考
え
方
や

基
準
は
、
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
、
そ
の
耐
震
基
準
は
、

過
去
の
地
震
災
害
を
教
訓
に
強
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
時
に
は
、
「
旧
耐
震
（
昭
和

五
十
六
年
改
正
以
前
の
建
築
基
準

法
）
」
と
「
新
耐
震
」
で
被
害
状

況
が
大
き
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
中
学
校
の
中
に
は
、

旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
建
物

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
建

物
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
新
耐

震
基
準
に
満
た
な
い
校
舎
な
ど
の

補
強
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
中
に
す
べ
て
の
工
事
が
完
了

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
た
学

校
は
、
次
の
通
り
で
す
。

○
中
野
小
学
校
（
北
校
舎
）

○
高
丘
小
学
校
（
北
校
舎
・
体
育

館
）

○
科
野
小
学
校
（
校
舎
・
体
育

館
）

○
豊
井
小
学
校
（
北
校
舎
・
南
校

舎
）

○
永
田
小
学
校
（
体
育
館
）

○
南
宮
中
学
校
（
第
二
体
育
館
）

○
豊
田
中
学
校
（
技
術
科
棟
・
西

側
渡
り
廊
下
）

　
子
ど
も
は
、
危
険
予
知
能
力
が

大
人
ほ
ど
発
達
し
て
お
ら
ず
、
好

奇
心
、
冒
険
心
が
旺
盛
で
す
。
安

全
な
は
ず
の
校
舎
・
施
設
・
設

備
・
備
品
も
、
使
い
方
に
よ
っ
て

は
危
険
が
生
じ
ま
す
。

ア　

生
活
指
導
で

　
学
校
で
は
、
危
な
い
遊
び
や
行

動
が
な
か
っ
た
か
、
一
日
の
生
活

を
ふ
り
返
り
、
反
省
を
う
な
が
し

な
が
ら
安
全
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

イ　

避
難
訓
練

　
学
校
は
子
ど
も
の
集
団
で
す
の

で
、
地
震
や
火
災
な
ど
の
発
生
時

に
は
、
安
全
な
避
難
が
で
き
る
よ

う
に
、
毎
年
、
ど
の
学
校
で
も
春

秋
二
回
災
害
の
種
類
、
場
面
、
状

況
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ウ　

事
前
の
研
究
と
準
備

　
例
え
ば
、
小
刀
を
使
っ
て
の
製

作
学
習
で
は
小
刀
の
切
れ
味
の
確

認
、
正
し
い
持
ち
方
・
使
い
方
、

子
ど
も
は
ど
の
様
な
使
い
方
を
す

る
の
か
？
な
ど
を
事
前
に
や
っ
て

み
な
が
ら
指
導
を
考
え
て
い
ま

す
。
家
庭
科
の
実
習
、
理
科
の
実

験
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
教
科
指

導
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
修
学
旅
行
、
登
山
、

キ
ャ
ン
プ
、
遠
足
な
ど
の
際
に
は

下
見
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
校
外
で
の
行
事
で
す
の
で
、
現

場
に
は
必
ず
足
を
運
び
、
つ
ぶ
さ

に
子
ど
も
の
動
き
・
活
動
を
予
測

し
な
が
ら
検
分
を
し
ま
す
。
そ
れ

を
も
と
に
学
年
・
全
職
員
で
検
討

し
て
計
画
を
立
て
ま
す
。

　
誰
も
が
持
っ
て
い
る
学
生
時
代

の
楽
し
い
行
事
の
思
い
出
は
、
子

ど
も
た
ち
に
も
保
護
者
に
も
直
接

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
事
前
の
取

り
組
み
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

エ　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
指
導

　
今
や
登
下
校
時
の
交
通
安
全
、

不
審
者
出
没
か
ら
の
身
の
守
り
方

な
ど
の
指
導
が
い
っ
そ
う
重
要
性

を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
年
齢
、
そ
の
子
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
日
常
的
な
指
導

を
ど
う
行
っ
て
い
く
か
を
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
大
事
な
こ
と
は
、
危
な
い
か

ら
、
心
配
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
子

ど
も
を
囲
い
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
、
自
分
の
命
を
自
分

で
守
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

職員採用試験
　平成22年度採用予定の市職員採用試験を行います。受験を希望される方は、市役所庶務課、総合窓口案
内、豊田支所地域振興課、中央・北部・西部の各公民館、永田窓口サービスステーションにある受験案内
で受験資格などを確認のうえ、所定の試験申込書によりお申し込みください。
　なお、受験案内・試験申込書の様式は、市公式ホームページからダウンロードいただけます。

受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　☎（22）２１１１（内線２09・２１3）

試験区分
採用
予定
人員

受験資格 1次試験 試験申込
受付期間生年月日 その他の要件 日時・会場

初級
試験 土木 若干名

昭和63年
４月２日

～
平成４年
４月１日

日本国籍を有し、高等学校の土
木専門課程卒業程度の学力を有
する者
※その他資格要件については、

受験案内をご確認ください

10月18日㈰　午前８時45分
・

中野市役所会議室
※試験科目については、受験

案内をご確認ください

9月１日㈫

～

9月17日㈭

趙
博
さ
ん
…

 
一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
大
阪
市

西
成
区
出
身
の
在
日
韓
国
人
二

世
。
大
学
で
は
ロ
シ
ア
語
、
大
学

院
で
は
教
育
学
を
専
攻
。
ブ
ル
ー

ス
・
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
北
朝
鮮

や
韓
国
の
古
典
民
謡
や
日
本
の
浪

曲
も
得
意
と
し
、
年
間
ラ
イ
ブ
数

は
百
回
に
迫
り
ま
す
。

　
『
歌
う
キ
ネ
マ
』
は
一
本
の
映

画
を
独
り
で
演
じ
、
歌
い
、
語
り

ま
す
。
ま
た
、
『
歌
う
キ
ネ
マ
』

は
「
マ
ル
コ
ム
Ｘ
」
「
砂
の
器
」

「
バ
ッ
チ
ギ
」
な
ど
の
演
目
も
あ

り
ま
す
。
『
ホ
タ
ル
』
は
、
激
動

の
昭
和
を
生
き
抜
い
た
特
攻
隊
の

生
き
残
り
で
あ
る
男
と
、
そ
の
妻

の
人
生
を
描
く
人
間
ド
ラ
マ
。

　
「
戦
争
と
は
、
人
間
と
は
、
故

郷
と
は
、
そ
し
て
、
幸
せ
と
は
何

か
？
」
一
人
ひ
と
り
感
じ
る
こ
と

は
違
う
は
ず
。
趙
博
さ
ん
が
、
言

葉
・
歌
・
身
ぶ
り
で
、
一
人
ひ
と

り
の
心
に
問
い
か
け
ま
す
。



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
土
人
形
「
月
の
兎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

9
月
16
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平成21年9月号17 平成21年9月号 16

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手 問
題

災
害
の
と
き
役
に
立
つ
も

の
は
、
①
●
●
●
●
②
●

●
●
③
●
●
●
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
第
六
分
団
の
団
員
数
、
部
編
成
等
に

　

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
団
員
数
、
六
十
三
名
、
部
編
成
、
四

部
、
ポ
ン
プ
車
一
台
、
可
搬
ポ
ン
プ
四

台
で
す
。

☆
管
轄
区
域
は
ど
こ
で
す
か
？

　
田
麦
、
厚
貝
、
壁
田
、
古
牧
で
す
。

☆
活
動
内
容
は
？

　
毎
月
七
日
に
、
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
管
轄
区
域
内
で
の
広
報
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
分
団
独
自
の
活
動
な
ど
は
？

　
厚
貝
区
に
は
、
婦
人
消
防
隊
（
七
班

編
成
）
が
あ
り
、
第
六
分
団
厚
貝
部
と

合
同
で
毎
月
第
一
日
曜
日
に
各
班
交
代

で
、
小
型
ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
方
法

な
ど
の
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
ご
ろ
に
は
、
実
際
に
小
型
ポ
ン

プ
を
動
か
し
、
放
水
を
行
う
初
期
消
火

の
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
田
麦
区
で
は
七
月
に
、
第
六

分
団
田
麦
部
と
自
警
団
の
合
同
に
よ
る

消
火
栓
の
取
り
扱
い
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
講
習
会
も
、
万
一
の
際
に

は
連
携
し
て
地
域
を
守
る
た
め
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
が
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
昔
に
比
べ
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
新

入
団
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
守
り
ま
せ
ん

か
？
入
団
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
野

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
、
生
業
を
持
つ
か
た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い
る
中
野
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元
に
根
ざ
し
活
動
し
て
い
る
各
分
団
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
野
市
消
防
団
第
六
分
団
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｎo.６

▼

小
型
ポ
ン
プ
取
り
扱
い
講
習
会
の
様
子

　「救急の日」は、救急業務や救急医療に対して理解と認
識を深め、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的
に昭和５７年に定められました。また「救急の日」を含む1
週間を「救急医療週間」として、救急に関するさまざまな
行事が行われます。
　市では、応急手当の重要性を学ぶ救急講習会を随時開催
しています。１１月ごろには上級救命講習会を予定していま
すので大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

※最近、救急出場が増加しています。真に緊急を要する方
のために、救急車の適正な利用をお願いします。
問　市役所消防課消防係　☎（２２）3386

9月9日は「救急の日」～救命リレーの第一走者はあなたです～　

火事・救急・救助は１１9番

救命の連鎖（チェーンオブサバイバル）

丸山　英臣 さん

宮崎 真紀さんから紹介された

（会社員・七瀬）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.53

　　

長丘小学校　６年
末友　那奈さん
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ファッションデザイナーになりたい

中
野
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む
ぎ

と
は

　
中
野
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戦
前
か
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作
ら
れ
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晋
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し
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や
か
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美
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あ
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維
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れ
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こ
の
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織
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た
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物
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自
分
で
織
っ
た
着
物
を
着
れ
る
と
い
う

こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
実
際
に

触
り
、
着
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
紬
の
真
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良
さ
が
わ
か
る
の
で
は
な
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し
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う
か
。

第
十
六
回　

中
野
紬
織
り
染
め
会 

代
表 

足
立
幸
子
さ
ん

▲自ら織った中野紬をまと
い機織りをする足立さん

①自己紹介
　妻と娘２人の４人家族で、趣味は音楽。
中野市吹奏楽団や信州スパパラダイスオー
ケストラに所属し、どちらも週1回のペー
スで練習をしています。
②今後チャレンジしたいこと
　小さな娘たちが成長したら、家族全員で
音楽活動をしてみたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　新しい市民会館が完成したら、多くの市
民が参加できるような音楽イベントを積極
的に開催し、音楽文化を通じたまちづくり
をしてほしいと思います。
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ＢＣリーグ公式戦▲

投打がかみ合い信濃グランセローズ快勝！
　ＢＣリーグ公式戦後期第１０戦「信濃グランセローズ対
石川ミリオンスターズ」が８月１５日、市営野球場におい
て行われました。練習拠点の中野市での試合となった当
日、会場には１，２３１人が入場。３塁側スタンドを埋め尽
くした信濃グランセローズのファンの皆さんが選手たち
に大きな声援を送る中、チャンスを生かした打線の奮起
と先発・高田投手の力投により、８対２で信濃グランセ
ローズが快勝しました。

部落解放・人権政策確立要求中高地区総決起大会

▲「現代の部落差別」と題して講演する浦本さん

高野辰之記念館コンサート

▲繊細かつ迫力ある音色が響きわたりました

　８月２５日、市民会館ホールにおいて部落解放・人権政
策確立要求中高地区総決起大会が開催されました。
　講演会では、㈳東京部落解放研究所の浦本誉至史さん
を講師にお迎えし、自身が体験してきた差別事件をもと
に「法制度の整備」「社会啓発・人権教育の大幅な拡充
と強化」「生きた人間関係と地域コミュニティーを取り
戻すための取り組み」「ネットをはじめとする匿名性の
排除」などの必要性についてお話していただきました。

　８月３０日、高野辰之記念館においてムシカアレグレコ
ンサートを開催しました。当日は、長野市出身で国立音
楽大学・同附属中・高等学校および東京学芸大学講師の
荒井雅至さんとその門下生の皆さん、国立音楽大学附属
中・高等学校講師の小宮康裕さんにより、辰之博士作詞
の「故郷」をはじめ、名曲の数々を演奏していただきま
した。会場を訪れた約80人の皆さんは、若さあふれる
ダイナミックな演奏に聴き入っていました。

２００９中野市民音楽祭

▼大勢の前で練習成果を発表する子どもたち
　中山晋平・高野辰之両先生の偉業をたたえ、音楽のま
ちづくりを推進するための中野市民音楽祭を８月２9日、
市民会館ホールにおいて開催しました。開会後、久石譲
さん作曲の「さんぽ」を全員で合唱。
　続いて、参加した市内２１の音楽団体の皆さんに、合唱
をはじめ箏や吹奏楽の演奏を披露していただきました。
　盛大に行われた今年の市民音楽祭は、最後に高野辰之
作詞の「故郷」を全員で合唱し、幕を閉じました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

表紙の説明

市民水泳大会▲

水しぶきを上げて全力で泳ぎました
　中野市体育協会主催の市民水泳大会が８月３０日、市民
プールにおいて開催されました。
　当日は約8０人が参加し、５０ｍ自由形や平泳ぎなど各種
目に分かれて競技を行いました。
　練習量の多さを思わせる日焼けした選手の皆さんは、
友達や学校の先生、家族の皆さんの大きな声援に後押し
されながら、ゴールを目指して元気良く泳ぎ、練習の成
果を発揮していました。

　８月23日、中野浄化管理センターにおいて、「水を大
切に」をメインテーマに、上下水道フェスティバルを開
催しました。これは、市民の皆さんに上下水道に対する
理解を深め、水の大切さを再認識していただくとともに、
下水道の水洗化を推進するためのもので、各種展示やビ
デオコーナーで上下水道の大切さをＰＲしました。
　このほか、堆肥の無料頒布や子どもたちが喜ぶコー
ナーもあり、大勢の家族連れの皆さんでにぎわいました。

２００９上下水道フェスティバル

▲水の大切さを紹介するビデオを熱心に鑑賞

中野市長杯争奪三高校野球大会
　８月８日、市営野球場において、中野市長杯争奪三
高校野球大会を開催しました。昨年から市内高校の野
球チームが中野立志館と中野西の２校になったことか
ら、当日はこの２校による試合が行われ、その結果、
７対４で中野西高校が勝利しました。また、両校の試
合後、新潟県上越市の関根学園高校を招いて３校によ
る練習試合も行われました。（写真：始球式の様子。
マウンドの小田切市長と、打席に立つ湯本市議会議長）
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有料広告欄

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《９月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　12日㈯、20日㈰、26日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出から概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　９日㈬、24日㈭
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
　め大変危険ですので、駆除時間に
　は対象区域に近づかないようご協
　力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線2５1）

屋外広告物禁止物件の
一斉点検を実施します
　９月10日㈭（屋外広告の日）から
９月1９日㈯までは「屋外広告物適正
化旬間」です。
　市では、この旬間中に、屋外広告
物表示禁止物件の一斉点検を行いま
す。広告物の適正な表示と良好な景
観づくりについて、ご協力をお願い
します。
■主な屋外広告物表示禁止物件
①電柱、街路灯柱　　②街路樹
③道路上の柵、ガードレール
④公衆電話ボックス
⑤信号機、道路標識
⑥橋（陸橋等を含む）
⑦カーブミラー
※このほか、破損した広告物の表示
や、特定の地域での広告物の表示
などが禁止されています。

問　都市計画課建築住宅係（内線273）

期日　10月９日㈮
時間　午前９時30分～午後４時30分
見学場所　中野陣屋県庁記念館、日
本土人形資料館、北部公民館、北部
学校給食センター、市立博物館、最
終処分場、老人ホームふるさと苑
定員　40人
費用　260円（昼食代）
　　　※当日徴収します
申込締切　９月2５日㈮
その他　集合場所は市役所本庁です。
解散場所は、市役所本庁または豊田
支所のどちらかを選択いただけます。
当日欠席される場合は、必ず、事前
にご連絡をいただきますようお願い
します。
問　庶務課秘書広報係（内線212）

市の施設見学参加者募集

期日　10月８日㈭
時間　受付…午後６時1５分から
　　　開会式…午後６時4５分
　　　ゲーム開始…午後７時
会場　中野市民体育館
競技部門　①一般女子の部、②男女
混合の部、③ファミリーの部
申込締切　９月30日㈬
※定数になり次第、募集を終了します。
問・申　文化スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　（内線364）

第5回ビーチボール
バレー大会参加者募集

多重債務者無料相談会　～借金の問題に、１人で悩んでいませんか？～
日時　９月14日㈪　午前10時～午後５時
会場　長野県長野消費生活センター（長野県長野保健福
祉事務所庁舎１階）
　弁護士・司法書士による多重債務
者無料相談会が開催されます。
　借金でお困りの方は、この機会に
相談窓口へお出かけください。
　面接は予約制で行いますので、事前に右記の予約先ま
でお電話ください。

問い合わせ・予約先　
長野県長野消費生活センター　☎０２６（223）６７７７

　
～市役所窓口でも相談を受け付けています～　

　市役所の消費生活相談窓口でも、借金・多重債務に
関する相談を随時受け付けています。借金・多重債務
は必ず解決できる問題です。
　お悩みの方は、ご連絡ください。
問　市民課生活交通安全係（内線238）
　　豊田支所地域振興課市民生活係（内線132）

中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画ミュージアム
の屋根瓦ふき替え工事を行います
　一本木公園内の中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画ミュージアムは、
市指定の有形文化財ですが、耐震診断の結果、屋根瓦落下の恐れが判明し
たことから、屋根瓦ふき替え工事を行います。現在、屋根瓦として使用し
ている鬼瓦は、今後、同校舎展示室において保存展示します。
　工事期間中、ご来園の皆さんには、ご迷惑をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
工事期間　９月下旬～11月下旬（予定）
問　都市計画課街路公園係（内線270）

　実りの秋を迎え、農作業が忙しくなる時期になりました。
　この時期は、農業機械を使用する機会が増えるため、農作業中の事故も多
くなります。また、大半が6５歳以上の高齢者の事故となっています。
　農家の皆さん、特に高齢者の皆さんは、次の点に注意していただき、安全
な農作業に努めましょう。
重点啓発事項
①乗用トラクターには安全キャブや安全フレー
ムなど安全装置を装着しましょう。
②扱いなれた農業機械でも、操作には細心の注意を払いましょう。
③高所作業中の転落事故に十分注意しましょう。
④疲れが出たら休憩を取り、無理な作業はやめましょう。
⑤万一の事故に備え、労災保険などに加入しましょう。
問　農政課農政振興係（内線2５3）

秋の農作業安全運動月間　９月 15 日㈫～ 10 月 14 日㈬

食生活改善普及運動　９月１日㈫～ ３０ 日㈬

食事バランスガイド １日５皿の野菜を
　からだを健康に保つために、野菜は欠かせ
ません。１日の野菜の摂取目標は350g。
そのために、１日５皿以上の
　野菜料理を食べましょう。

食べていますか、朝ごはん。
　　朝ごはんは、からだのだるさやイライラ感も
　解消してくれます。つまりココロにも良い。
　　さあ、朝ごはんで一日を元気に始めましょう。

あなたの食事は大丈夫？

朝ごはんは、
　ココロにも利く

オータムジャンボ宝くじ　９月28日㈪発売
発売期間　９月28日㈪～10月16日㈮　　抽せん日　10月23日㈮
　宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策
など地域住民の福祉向上のために使われます。

　コンポスト化施設により製造した
肥料なかの「おすみちゃん」の販売が
あります。皆さんぜひご利用ください。
９月の販売日
９日㈬、13日㈰、30日㈬
10月の販売日
７日㈬、14日㈬、18日㈰、28日㈬
販売価格（税込み）　
　１袋（1５㎏）200円、
　バラ売り（300kg）1,５00円、
　バラ売り（５00kg）2,５00円
※バラ売り（袋無）は予約制となり
ます。販売日の10日前までに必ず
予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
問　上下水道課下水道係（内線283）

なかの「おすみちゃん」販売

　市では、高等学校、大学、短期大
学、高等専門学校および専修学校に
在学している方（通信制・通信教育
を除く）に奨学金を貸与します。
貸与の要件　市内に引き続き１年以
上居住していたこと、経済的理由に
より就学困難であることなど
募集人員　１名程度
募集期限　９月2５日㈮
問　学校教育課総務係
　　☎（38）３１１２

奨学生の募集
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9月30日㈬は平成2１年度国民健康保険税第3期の納期限です。お忘れなく。

架空請求ハガキに注意！
　架空請求ハガキは、「民事裁判通
告書」「内容確認通知書」などの料
金未払いや契約不履行のために「訴
訟を起こした」という内容が書かれ
ており、驚いて連絡してしまうと、
裁判を取り下げるための費用を請求
されるなど、トラブルに巻き込まれ
てしまいます。
　裁判所からの文書は「特別送達」
という配達方法で届き、受け取りに
は「送達報告書」へのサインが必要
です。ハガキが届いても身に覚えが
ない内容であれば、業者には絶対に
連絡をせず、無視しましょう。
　心配なときは、ご相談ください。
問　市民課生活交通安全係（内線238）
　　豊田支所地域振興課市民生活係
　　☎（38）3111（内線132）

訂正とおわび
　広報なかの８月号の10ページ中段
「検針実施月」の「奇数月の検針地
区」に誤りがありました。
　次のとおり訂正し、おわびします。

次回申込期限　９月 30 日㈬  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　11 月５日㈭ 発行の 11 月号～
ホームページ掲載日　11 月1日㈰～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線 212 または 400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

詳しくは、公式ホームページをご覧頂くか、健康長寿課健康管理係（内線242）までお問い合わせください。

　新たな市の自主財源を確保し、市民サービスの向上を図るため、中野市検診通知書用封筒の裏面に有料広告を掲
載しますので、広告を掲載していただける事業者等を募集します。
　なお、掲載の可否は、市の審査委員会で審査をします。
 【広告掲載封筒の規格等】

「中野市検診通知書用封筒」へ掲載する広告を募集します

お店や会社のPR等、
暮らしに役立つ広告を
お待ちしています。

封筒の規格 広告の規格 広告枠数 作成枚数 広告掲載料金 発送（使用）期間

（縦）31㎝×（横）22.5㎝ （縦）5.5㎝×（横）9.5㎝ ４枠 16,000枚 25,200円
（1枠）

1月下旬～2月中旬
※全戸配布　　　　

 【申込期限】所定の申込書により、9月30日㈬までにお申し込みください。

　９月27日㈰に開催する「晋平・辰之メモリアル　熊本マリ　ピアノコン
サート」終了後にステージ上で、熊本マリさんの指導により10分程度のワ
ンポイントピアノレッスンを公開で開催します。
対象者　市内在住でピアノを学んでいる高校生以下の生徒児童（当日コンサ
ートを観賞する方）
募集人数　若干名　　　募集期限　９月15日㈫必着
応募方法　「住所、氏名、学年、電話番号、練習中の曲目、指導を受けたい
曲名（作曲者）、簡単なピアノ暦」を記載のうえ、下記までご応募ください。
※応募者多数の場合は、晋平･辰之メモリアル企画推進委員会で選考し、受

講者に通知します。 
問い合わせ・応募先
　文化スポーツ振興課文化振興係（内線394）
　ファクス　（22）５９23　　　Eメール  bunshin@city.nakano.nagano.jp

晋平 ･ 辰之メモリアル
『熊本マリ  ワンポイントピアノレッスン』参加者募集
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正 誤

9 月 １0 日㈭～ １6 日㈬は
自殺予防週間です
　長野県の自殺による死亡者は、平
成10年に500人を超え、平成17年…
614人、平成18年…554人、平成19
年…518人と、2年連続減少してい
ました。しかし、平成20年は598人
と前年に比べ80人増加しています。
　自殺やうつ病などの精神疾患につ
いて正しく知り、命の大切さや自殺
の危険を示すサイン、また危険に気
づいた時の周囲の対応の仕方などに
ついての理解を深めましょう。

「こころの健康相談統一ダイヤル」
　長野県精神保健福祉センターで
は、自殺予防を目的とした自殺関
連相談「こころの健康相談統一ダ
イヤル」を開設しています。
　☎０５７０（064）５５６
　平日：午前９時30分～午後４時
長野県精神保健福祉センター
ホームページ　http://www.pref.
nagano.jp./xeisei/withyou/

「心の健康相談」
　健康長寿課では「心の健康相談」
を９月17日㈭、11月19日㈭、3月
18日㈭に実施します。精神神経科
医師が面接にて相談に応じます。
なお、相談は予約制です。
問い合わせ・予約先
健康長寿課健康管理係（内線242）

県下一斉「司法書士無料
法律相談所」
日時　①９月19日㈯ 
　　　②10月４日㈰
時間　①午後1時～3時
　　　　　②午前９時～正午
会場　市民会館会議室
相談内容　不動産、会社の登記にか
かるもの、裁判所への提出書類の作
成について、悪徳商法被害やクレ
ジット・サラ金などの消費者問題に
ついてなどです。（秘密厳守）
その他　事前の予約は不要です
問　長野県司法書士会飯山支部
　　☎（23）０８７3

１0 月１日から施行されます
「動物の愛護及び管理に関する条例」

　県では、動物愛護の精神の高揚を図りながら、動物の健康や安全に配慮
し、人と動物とが共生する社会作りを進めるため「動物の愛護及び管理に関
する条例」を制定し、10月1日から施行します。
　この条例では、従来の「飼犬管理条例」に加えて、ねこやその他の家庭動
物の愛護管理に関する必要な事項を定めています。
　主な内容は、次のとおりです。

ねこの飼養に関すること• 
多頭飼養の届出に関すること• 
野犬などの捕獲に関すること• 
咬傷事故に関すること• 

　飼い主の皆さんは、動物の健康や安全に配慮し、人に迷惑をかけないよう
な飼養管理を心がけてください。
問　長野県北信保健福祉事務所食品・生活衛生課　☎０2６９（62）６０3５
　　市役所環境課衛生係（内線245）

村山橋架け替え工事に伴う
朝陽駅～須坂駅間のバス代行について

　長野電鉄㈱では、本年11月に架け替えを予定している
村山橋の旧橋から新橋への線路切り替え工事を行います。
　工事期間中は、バスによる代行運転を実施する予定です。
　なお、遅延により他の交通機関との接続が行えない場
合があります。詳しくは、お問い合わせください。
バス代行運行区間　長野電鉄長野線　朝陽駅～須坂駅間
バス代行運転期間　11月７日㈯・８日㈰始発～最終まで
問　長野電鉄㈱鉄道事業部運輸課　☎026（248）6000

信濃路は
ルールとマナーの 走るみち。
【運動の重点】
高齢者の交通事故防止を基本として
すべての座席のシートベルト111
とチャイルドシートの正しい
着用の徹底
夕暮れ時と夜間の歩行中・自211
転車乗用中の交通事故防止
飲酒運転の根絶311
生活道路における交通事故の411
防止

　交通安全の主役は自分自身である
ことを認識し、一人ひとりの心掛け
で交通事故をなくしましょう。
問　市民課生活交通安全係（内線238）

9月 2１ 日㈪～ 30 日㈬
秋の全国交通安全運動

詳しくは、広報なかの４月号の挟み込みチラシをご覧いただくか、※ 
環境課衛生係までお問い合わせください。

問　環境課衛生係（内線 245）

資源物の日曜回収を実施します
期日　９月27日㈰　
時間　午前10時～午後1時
回収場所　ユー・パレット中野西店
※店舗では日曜回収に関するお問い合わせ
　は、受け付けておりません。
回収対象の資源物

＊びん・ペットボトル・段ボール・新聞紙・雑誌・雑がみ
＊食用油　＊古着・古布
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　９月10日㈭、10月13日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　9月17日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程 年金
「ねんきんダイヤル」(平日午前８時30分～午後５時1５分)

☎０５７０－０５－１１６５

「国民年金保険料」
１０月はお得な６ヵ月前納

　国民年金保険料の納付方法には、保険料をまと
めて前払いすることで割り引きされる「前納」や便
利でお得な「口座振替」があります。
　10月は、口座振替や納付書を利用して６カ月前
納ができます。口座振替をご希望の方は、口座を
お持ちの金融機関または社会保険事務所、市役所
でお早めに手続きをお願いします。
　お手持ちの納付書で納める場合は、「前納」と印
字された納付書で、10月31日までに納めてくださ
い。前納用の納付書をお持ちでない方は、お近く
の社会保険事務所へお問い合わせください。
問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

人口
と
世帯

人　口 45,856 人 ( ＋ 60)
男 22,108 人 ( ＋ 6)
女 23,748 人 ( ＋ 54)

世　帯 15,116 戸 ( ＋ 89)
平成21年８月１日現在(国勢調査を基に推計）

ご寄付　ありがとうございました

（平成21年７月2８日～８月2５日）

●日本土人形資料館資料充実のため
　土人形17点
　＜福島県会津若松市　青柳　守彦　様＞

●ふるさと寄附金　医療・福祉のため
　チャリティーバザーの売上金
　現金　25,400円
　＜山ノ内町平穏　平穏土建㈱　様＞

　寄附に関するお問い合わせは、庶務課秘書広
報係（内線400）までお願いします。
　いただきました寄附品および寄附金は、市政
のため大切に使用させていただきます。

問　庶務課秘書広報係（内線400）

展示

中野市立博物館 ㊡火曜日 ☎ 22-2005

常設展示「中野市の自然と歴史・文化」

中野陣屋・県庁記念館 ㊡火曜日 ☎ 23-2718

第12回みずえ会展
　9月13日㈰まで
蔵谷道子パッチワーク教室発表会
　9月17日㈭～21日㈪
西部写遊会第６回写真展
　9月30日㈬～10月11日㈰

展 示 案 内
中野市立博物館、中野陣屋・県庁記念館
の展示案内です。是非、ご覧ください。 ◎「庭木の剪定枝」もリサイクルしよう！

　庭木の剪定枝の排出は可燃ごみとして区分され
ていますが、今年度は、試験的に「ごみ」ではな
く「資源物」として無料回収しています。
　回収した剪定枝は、粉砕機でチップ化し、希望
者へ無料配付することで、東山クリーンセンター
で焼却処分する際に発生する温室効果ガス（二酸
化炭素）の排出を削減します。
　粉砕されたチップは、花壇等の雑草防止、通路
の敷材、堆肥原材料などに利用でき、大変喜ばれ
ています。なお、今月実施される無料回収、配付
の詳細は、挟み込みのチラシをご覧下さい。

▲大好評！粉砕チップの無料配付（７月26日）

シリーズ 地球温暖化�

★スキーセット★テニスラケット★中古ノーマル
タイヤ★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケース★洋風リ
ビングこたつ（イス４脚、こたつ布団付）★ス
チームオーブンレンジ★小動物用ケージ★ハロゲ
ンヒーター★エレクトーン★コーナーソファー
（４脚組）★肘掛け座椅子★カーオーディオ★ス
キーウェア（女の子用120サイズ）★子供用自転
車★自転車★アップライトピアノ

★ノートパソコン★カラーボックス★バドミント
ンラケット★掃除機★車いす★８ミリビデオカメ
ラ★アコースティックギター★窓用クーラー★テ
レビ★自転車★電動自転車★ガスレンジ★電子ピ
アノ

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線23８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(８月26日現在)

　６カ月前納したときの保険料額（平成21年度）
 ○毎月保険料を納めた場合
   14,660円（定額保険料）×６カ月＝ ８7,960円
 ○口座振替で６カ月前納した場合　　８6,960円
 ○納付書で６カ月前納した場合　　　８7,2５0円

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でもお気軽

にご相談ください。秘密は厳守します。

子どもに関する相談

電話番号
（0269）2３-０３００

24時間　年中無休

医療に関する相談
看護師・保健師など経験豊富なスタッフ
がお答えします。秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

２４時間
電話
相談



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日緊急診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　元気がよく弟の面倒をよく見
てくれます。歌って踊るのが大
好きで、カレーとブドウが大好
物です。元気で思いやりのある
子に育ってほしいと思います。
（小林貴史・智壽さん　栗和田）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成21年９月３日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／９月15日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成21年５月生まれ
　※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成15年４月
２日～平成16年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成３年４月２日～
平成４年４月１日生まれ）
※麻しん・風しん単独ワクチン

接種済みの方についても、２
回目として混合ワクチンを接
種します。また、どちらか一
方に罹患した場合にも、混合
ワクチンの接種ができます。

※毎月無料で実施しています。
接種される前月に実施医療機
関へ予約してください。

平成21年９月号 26

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)

受付時間／午後１時～１時40分
＜中野保健センター＞
10月14日㈬…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　16日㈮…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田

対
象
・
接
種
方
法

＜Ⅰ期初回＞
３か月～１歳の乳幼児
（20～56日の間隔で３回接種） 
＜Ⅰ期追加＞
１歳６か月～３歳の幼児
（Ⅰ期初回終了後12～1８か月の
　間に１回）
　※７歳６か月未満まで接種可

小林紗
さ い き

衣希ちゃん 慶
けいしん

慎くん

健診名 健 診 日 対　　象
３か月児
健 診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

９月15日㈫ 21年５月生まれ

７か月児
健 診 ９月16日㈬ 21年１月生まれ
１ 歳
６か月児
健 診

９月1８日㈮ 20年２月生まれ

２ 歳 児
健 診 ９月14日㈪ 19年８月生まれ
３ 歳 児
健 診 ９月17日㈭ 1８年８月生まれ

受付時間／午後０時 45 分～１時 15 分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、バ
スタオル

乳幼児健康診査

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

精神神経科医師が相談に応じます。
期日／９月17日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
費用／無料
※９月15日㈫までに市役所健康長寿

課までお申し込みください。

心の健康相談

小児救急電話相談「＃８０００」
をご利用ください

　子どもの夜間の急な病気やけがの
相談に、看護師などが応じます。
※＃8000でつながらない場合は、
　☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

「こどもの救急」をご活用ください

　夜間や休日など診療時間外に受診
すべきか判断目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

育児教室
期日／９月24日㈭
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食について

ポリオ(小児マヒ)

受付時間／午後１時～１時40分
＜中野保健センター＞
10月５日㈪…長丘、科野、倭、豊田
　　６日㈫…日野、延徳
　　７日㈬…平野
　　８日㈭…高丘、平岡
　　９日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児（標準）
※６週間以上あけて２回接種
※７歳６か月未満まで接種可能
※下痢をしている場合は、治っ

てから接種しましょう。

健康増進普及月間
９月１日㈫～３０日㈬
【統一標語】
「１に運動　２に食事　しっかり

禁煙　最後にクスリ～良い生活
習慣は、気持ちがいい！～」

がん征圧月間 ９月１日㈫～３０日㈬
救急医療週間 ９月６日㈰～12日㈯
結核予防週間 ９月24日㈭～３０日㈬

詳しくは健康カレンダーをご覧くだ
さい。なお、予防接種の際は、原則
として保護者に付き添っていただき
ますが、同伴できない場合は、お子
さんの健康状態をよく知る方が付き
添ってください。その場合、予診票
に加え、委任状が必要となります。
委任状用紙は、市役所子育て課窓口
で受け取りまたは市公式ホームペー
ジからダウンロードしてください。
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中
野
市
中
央
公
民
館
は
８
月
１
、
２
日

南
ア
ル
プ
ス
の
女
王
と
呼
ば
れ
る
仙
丈
ケ

岳(

３
０
３
３
ｍ)

で
市
民
登
山
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

　

77
歳
を
最
高
齢
に
43
名
の
参
加
者
は
一

時
、
小
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
天
候
に
恵

ま
れ
な
い
中
、
リ
ー
ダ
ー
の
的
確
な
指
導

に
よ
り
、
夏
山
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

頂
上
か
ら
の
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
は
望

め
な
か
っ
た
が
、
雨
の
中
で
咲
く
可
憐
な

高
山
植
物
、
曇
天
を
壮
大
な
シ
ョ
ー
タ
イ

ム
に
変
え
た
夕
暮
れ
の
虹
、
ご
来
光
は
登

山
の
醍
醐
味
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
健
康
で
参
加
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
、
山
の
自
然
に
多
く
を
学
ぶ
。

「
雨
も
ま
た
よ
し
」

あおぞら
　

過
日
、
市
内
某
高
校
の
主

催
で
「
保
護
者
の
た
め
の
大

学
見
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

昔
と
は
様
変
わ
り
し
た
現

在
の
大
学
を
保
護
者
に
も
知

っ
て
お
い
て
欲
し
い
と
の
ね
ら
い
で

開
催
さ
れ
た
の
で
す
が
、
昔
と
の
あ

ま
り
の
違
い
に
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
る
講
義
で
は
学
生
は
教
科
書
も

ノ
ー
ト
も
持
っ
て
来
ず
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
き
ま
す
。
教
科
書

の
内
容
は
学
内
ど
こ
で
も
受
信
で
き

る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
よ
り
配
信
さ
れ
、
ノ

ー
ト
を
取
る
の
も
パ
ソ
コ
ン
上
で
す
。

当
然
レ
ポ
ー
ト
等
も
そ
の
ま
ま
教
授

に
送
信
し
て
提
出
し
ま
す
。

　

学
食
も
き
れ
い
で
レ
ス
ト
ラ
ン
の

よ
う
で
す
。
４
階
建
て
の
建
物
す
べ

て
が
学
食
で
、
最
上
階
１
フ
ロ
ア
す

べ
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
と
い
う
所
も
あ

り
ま
し
た
。
薄
暗
い
学
食
の
隅
っ
こ

で
素
う
ど
ん
食
っ
て
る
学
生
な
ん
て

今
は
も
う
い
な
い
の
で
す
。

　

そ
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る

学
生
た
ち
で
す
が
、
皆
目
的
を
持
っ

て
真
面
目
に
勉
強
に
励
ん
で
い
る
姿

が
一
番
印
象
的
で
し
た
。
４
年
間
遊

び
狂
っ
て
る
よ
う
な
穀
潰
し
も
今
は

も
う
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
く
）
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優
良
先
進

　

公 

民 

館

　
　

視
察
研
修

市
民
登
山
教
室

自然に学ぶ夏山登山

～清涼感あふれる雪どけ水の沢を渡る～



２

　
中
野
市
公
民
館
は
毎
年
、
分
館
活

動
の
推
進
と
、
地
域
の
教
育
、
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
目
的
に
「
優

良
先
進
公
民
館
視
察
研
修
」
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
年
は
７
月
24
日
（
金
）
伊
那
市

伊
那
公
民
館
・
伊
那
食
品
工
業
㈱
を

視
察
し
た
。

　
編
集
委
員
が
分
館
関
係
者
と
共
に

参
加
し
た
の
で
視
察
の
模
様
を
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

●
雨
天
の
な
か
の
視
察
へ
出
発

　
当
日
は
分
館
関
係
者
約
40
名
が
参

加
し
た
。
７
時
40
分
頃
、
雨
天
の
な

か
中
央
公
民
館
を
出
発
し
た
。

　
心
配
し
た
雨
は
松
本
市
の
辺
り
か

ら
曇
り
に
変
わ
り
、
10
時
に
伊
那
市

公
民
館
に
到
着
す
る
頃
に
は
晴
れ
て

い
た
。
改
め
て
長
野
県
の
大
き
さ
を

感
じ
た
。

●
伊
那
公
民
館
の
活
動

　
伊
那
公
民
館
で
は
主
に
「
お
い
で

塾
」
と
「
お
や
じ
の
会
」
に
つ
い
て

研
修
し
た
。

　
両
講
座
は
「
住
民
は
何
を
求
め
て

い
る
の
か
？
」
「
子
ど
も
や
中
高
年

の
男
性
が
来
る
公
民
館
に
す
る
に

は
？
」
を
着
眼
点
に
開
講
し
、
好
評

を
得
て
い
る
と
い
う
。

　
身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
武
田
登

館
長
の
熱
い
語
り
口
が
印
象
的
で
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、
質
問

を
し
て
い
た
。

●
企
業
の
社
員
へ
の
評
価
と
は
？

　
伊
那
平
を
眼
下
に
「
フ
ァ
ー
ム
レ

ス
ト
ラ
ン 

ト
マ
ト
の
木
」
で
の
昼

食
後
は
、
Ｃ
Ｍ
で
馴
染
み
深
い
商
品

「
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
」
の
伊
那
食
品
工

業
㈱
で
研
修
し
た
。

　
丸
山
勝
治
取
締
役
室
長
の
話
の
中

で
「
社
員
の
評
価
を
、
能
力
で
決
定

す
る
企
業
も
増
え
て
る
が
、
安
心
し

て
仕
事
が
で
き
る
年
功
序
列
で
も
い

い
。
た
だ
そ
の
分
の
仕
事
は
す
る
。

体
力
で
若
者
に
勝
て
な
い
の
な
ら
、

知
恵
を
出
す
、
技
術
を
教
え
る
、
責

任
を
負
う
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
す
。

ち
な
み
に
私
は
社
長
か
ら
﹃
君
は
役

員
な
ん
だ
か
ら
３
６
５
日
、
24
時
間

勤
務
だ
よ
﹄
と
言
わ
れ
て
る
」
と
苦

笑
し
な
が
ら
の
話
が
新
鮮
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
丸
山
さ
ん
は
旧
牟
礼
村

出
身
で
、
北
信
地
域
の
人
が
来
る
と

嬉
し
さ
の
あ
ま
り
話
が
長
く
な
っ
て

し
ま
う
と
の
こ
と
。

●
マ
ン
パ
ワ
ー
を
再
確
認

　
今
回
の
視
察
で
は
、
公
民
館
長
と

企
業
の
取
締
役
室
長
の
話
を
聞
い
た
。

　
事
業
を
企
画
・
展
開
す
る
う
え
で

「
人
は
何
を
求
め
て
い
る
か
？
」
そ

し
て
「
ど
の
よ
う
に
組
織
内
か
ら
知

恵
・
や
る
気
を
出
さ
せ
る
か
？
」
と

い
っ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
の
重
要
性
を
共

に
話
し
て
い
た
こ
と
が
、
非
常
に
印

象
深
か
っ
た
。

地
域
の
教
育
・
文
化
を
推
進
す
る
た
め
に

伊那公民館の活動について質問する参加者

熱い語り口調の武田館長

社員が整備した “かんてんぱぱガーデン”

　
中
野
市
公
民
館
は
毎
年
、
分
館
活

動
の
推
進
と
、
地
域
の
教
育
、
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
目
的
に
「
優

良
先
進
公
民
館
視
察
研
修
」
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
年
は
７
月

伊
那
公
民
館
・
伊
那
食
品
工
業
㈱
を

地
域
の
教
育
・
文
化
を
推
進
す
る
た
め
に

編集委員
の

体験取材視 察 研 修



３ 文化なかの /09. ９

優良先進公民館特

　
公
民
館
は
、
女
性
と
年
配
者
の
利

用
が
多
い
。
「
家
の
中
で
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど

も
達
に
こ
そ
、
公
民
館
に
来
て
も
ら

お
う
じ
ゃ
な
い
か
」
。
そ
ん
な
発
想

か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
伊
那
お
い
で

塾
」
に
は
、
夏
休
み
な
ど
の
休
日
を

利
用
し
て
子
ど
も
達
が
集
ま
る
。

　
元
教
員
や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
宿
題
を
手
伝
い
、
お
や
つ
作
り
、

ゲ
ー
ム
、
映
画
鑑
賞
な
ど
、
朝
か
ら

夕
方
ま
で
充
実
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
組
ま
れ
、
５
日
間
を
初
対
面
の
子

ど
も
達
が
一
緒
に
過
ご
す
。

　
「
宿
題
が
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
新
し
い
友
達
が
出
来
た
」
「
家
に

い
る
よ
り
楽
し
い
、
ま
た
来
た
い
」

と
喜
ぶ
参
加
者
が
多
い
と
い
う
。
共

働
き
家
庭
で
は
、
「
子
ど
も
だ
け
の

留
守
番
が
心
配
だ
っ
た
の
で
助
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
学
校
、
家
庭
だ
け
で
は
充
分
で
な

い
子
ど
も
の
教
育
。
地
域
社
会
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
？
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

かんてんパパホール前での記念撮影

　
公
民
館
に
最
近
、
60
歳
か
ら
80
歳

の
男
性
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い

と
い
う
。「
趣
味
が
な
い
か
ら
紹
介
し

て
ほ
し
い
」「
料
理
を
習
い
た
い
」な
ど
。

　
こ
う
し
た
要
望
を
受
け
、
伊
那
公

民
館
は
「
伊
那
お
や
じ
の
会
」
を
立

ち
上
げ
た
。
男
性
だ
け
で
運
営
し
、

企
画
も
自
分
た
ち
で
決
め
る
。
料
理

教
室
や
物
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
お
や

じ
達
の
居
場
所
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

　
男
性
だ
け
の
世
界
で
気
楽
に
交
流

し
て
い
る
。
驚
く
の
は
、
お
酒
も
許

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
飲
み
会
を
き
っ

か
け
に
親
し
く
な
る
と
い
う
効
果
も
期

待
で
き
る
。

　
武
田
館
長
は
「
厳
し
い
社
会
で
社

長
を
務
め
た
人
も
、
鎧
を
脱
い
で
優

し
く
な
っ
た
。
参
加
者
は
平
等
の
仲

間
。
人
生
の
後
半
か
ら
、
本
当
の
人

間
に
な
る
」
と
話
し
て
い
た
。

　
偏
見
か
も
し
れ
な
い
が
、
公
民
館

は
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
の
学
習

や
趣
味
の
場
と
の
印
象
が
強
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
「
お
父
さ
ん

（
男
性
）
に
元
気
を
」
と
、
男
性
の

居
場
所
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

夏
休
み
の
居
場
所
づ
く
り
を

子
ど
も
た
ち
に
人
気
お
い
で
塾

お
父
さ
ん
に
元
気
を

お
酒
も
Ｏ
Ｋ

お
や
じ
の
会

特特
集



４

　
江
戸
時
代
末
の
元
治
元
年
、
姥
ヶ

沢
か
ら
呑
水
を
、
七
瀬
・
大
俣
両
村

入
会
山
か
ら
大
俣
村
へ
引
き
入
れ
よ

う
と
計
画
し
た
際
、
両
村
の
間
で
紛

争
が
起
き
た
。
そ
の
仲
裁
を
し
た
の

が
本
学
院
の
山
伏
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
の
山
伏
に
つ
い

て
記
し
て
み
た
い
。

　
七
瀬
村
の
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
の
検
地
帳
に

よ
る
と
、
姥
ヶ
沢
地
籍
に
約
一
反

二
畝
の
畑
が
大
学
坊
と
な
っ
て
い
る
。

一
定
の
区
画
を
も
つ
建
物
が
、
か
つ

て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
江
戸

時
代
に
入
る
と
七
瀬
村
の
中
へ
移
り
、

本
学
院
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
人
は
修
験
者
（
法
印
）
で
あ

り「
院
」と
い
う
法
号
を
つ
け
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
修
験
者
は
近
在
の

村
々
に
お
い
て
、
加
持
祈
祷
の
宗
教

家
と
し
て
信
者
を
集
め
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
七
瀬
・
大
俣
両
村
出
入
の
件
で
も
、

大
俣
村
で
は
本
学
院
の
お
手
を
わ
ず

ら
わ
し
紛
争
を
解
決
し
て
い
る
。
正

月
に
は
本
学
院
か
ら
大
俣
村
へ
酒
五

升
を
届
け
て
い
る
。
大
俣
村
で
も
そ

れ
だ
け
の
礼
を
つ
く
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
七
瀬
村
の
本
学
院
は
、
京
都
聖
護

院
派
の
修
験
宗
の
総
本
山
の
流
れ
を

く
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
同

検
地
帳
に
は
「
山
伏
塚
」
と
い
う
畑

も
あ
る
。
中
世
も
し
く
は
、
そ
れ
以

前
の
修
験
者
を
葬
っ
た
塚
で
あ
ろ
う
。

　
七
瀬
村
も
大
俣
村
も
中
世
に
は
姥

ヶ
沢
に
住
み
、
集
落
を
形
成
し

て
い
た
が
、
そ
れ
が
片
方
は
現

七
瀬
集
落
へ
、
も
う
片
方
は
現

大
俣
集
落
へ
と
耕
作
地
の
あ
る

場
所
へ
移
動
し
た
と
い
う
伝
承

も
あ
る
。

　
検
地
帳
記
載
の
「
大
学
坊
」
は
、

慶
安
五
年
以
前
に
確
か
に
姥
ヶ
沢
に

建
物
が
あ
り
、
修
験
者
が
そ
こ
で
生

活
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　（
松
沢
邦
男
）

　
七
瀬
分
館
は
平
野
地
区
に
位
置
し

ま
す
。
国
道
２
９
２
号
線
が
集
落
の

中
心
を
走
り
、
近
年
は
大
型
店
も
増

え
、
地
域
環
境
が
早
い
ス
ピ
ー
ド
で

変
化
し
て
い
る
場
所
で
す
。

　
分
館
事
業
は
、
班
対
抗
球
技
大
会

を
皮
切
り
に
、
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
、

夏
休
み
映
画
会
、
敬
老
会
、
分
館
講

座
、
人
権
講
座
、
最
後
に
ど
ん
ど
焼

き
で
終
了
し
ま
す
。

　
特
に
「
班
対
抗
球
技
大
会
」
は

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
、

好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ
ー
と
汗
を
流
し
、

日
が
暮
れ
る
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
元
気
で
楽

し
く
参
加
し
て
い
る
姿
を
見
た
時
、

公
民
館
活
動
の
大
き
な
満
足

感
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
分
館
事
業
で
一
番
苦
労
す

る
点
は
、
ど
う
す
れ
ば
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
大

勢
の
区
民
が
参
加
し
「
今
日

は
楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
で

す
。
今
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
り
つ
つ
あ
る
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
男
女
年
代
を

問
わ
ず
参
加
で
き
る
事
業
の
構
築
が

必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
区
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
参
考

七 瀬 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

七
瀬
村
の
山
伏（
本
学
院
）

　
小
沼
区
で
送
り
盆
の
16
日
、

戦
後
か
ら
ず
っ
と
続
け
ら
れ

て
い
る
恒
例
行
事
の
灯
籠
流

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
分
館
や
育
成
会
が
中
心
と

な
り
、
各
家
庭
で
つ
く
っ
た

灯
籠
を
持
ち
寄
り
、
日
が
暮

れ
た
午
後
７
時
か
ら
、
区
内

の
中
川
で
灯
籠
を
流
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
55
個
ほ
ど
の
灯
籠

が
集
ま
り
、
夜
の
川
に
、
幻

に
、
よ
り
意
義
の
あ
る
分
館
活
動
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
（
分
館
長
　
塩
野
谷
健
治
）

想
的
な
光
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
、

灯
籠
を
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。

　
昔
は
１
０
０
個
以
上
の
灯

籠
が
集
ま
り
、
市
内
で
も
珍

し
い
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
集

落
か
ら
も
見
学
に
来
る
人
も

い
た
そ
う
で
す
。

　
最
近
は
子
ど
も
の
数
も
減

り
、
参
加
者
も
灯
籠
の
数
も

減
っ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

今
回
は
里
帰
り
し
た
親
子
な

ど
約
80
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
灯
籠
を
川
か
ら
引
き
上
げ

た
後
は
、
小
沼
公
民
館
で
花

火
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
灯
籠
を
丸
く
並
べ
て
種
火

に
し
、
打
ち
上
げ
花
火
な
ど

に
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
大

興
奮
で
し
た
。

好・珍プレー続出の球技大会

灯籠を追いかける子どもたち

小
沼
の
灯
籠
流
し



５ 文化なかの /09.9

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
央
公
民
館

講　座　名 日　時 場　所 講　師 備　　　考

絵画教室
・10/7・14・21・28
・11/ ４ 
　13：30 ～ 15：30
( 全５回 毎回 水曜日 )

中央公民館
教室 (2 階 )

＜洋画家＞
坂入 進一 先生

＜定員＞15名　＜受講料＞無料
＜持ち物＞絵画用具一式、鉛筆（２Ｂ
～４Ｂ）数本、スケッチブック（Ｆ
６サイズ）
＜申込み＞９月14日(月)から

歴史講座
・10/7・21・11/ ４
　19：00 ～ 20：30
( 全３回 毎回 水曜日 )

働く婦人の家
２階
軽運動室

湯本 軍一 先生
＜定員＞70名程度
＜受講料＞無料
＜申込み＞９月14日(月)から

　公民館ギャラリー　　　　　　陶友会の陶芸展

北
部
公
民
館

絵手紙教室
・9/17・24・10/1・８
　19：00 ～ 21：00
( 全４回 毎回 木曜日 )

北部公民館
会議室 市川 典子 先生

＜定員＞ 15 名＜受講料＞はがき
代１回 100 円程度
＜持ち物＞水彩絵の具用具一式
※ない方は初回はお貸しします
自分の書いてみたい素材

西
部
公
民
館

初秋の薬草観察講座
＜対象＞市内在住、在勤の方。
※小学３年生以下は保護者同伴

9/12( 土 )
　9：30 ～ 12：00
※雨天実施

浜津ヶ池ボ
ートハウス
東側駐車場
に集合

長野県薬草
指導員
須山 正男 先生

＜定員＞ 30 名＜受講料＞保険料
として 100 円＜持ち物＞山歩き
のできる服装、雨具、図鑑、採集
容器、筆記用具など

チャレンジ・ザ・ゲー
ムに挑戦しよう！
＜対象＞小中学生、親子他
市内在住、在勤の方

10/3( 土 )
　13：00 ～ 16：00

西部公民館
レクレーション
・コーディネー
ター
春原 輝明 先生

＜定員＞ 30 組 ＜受講料＞保険料
として 100 円＜持ち物＞運動の
できる服装、タオル、シューズ、
水分

ふるさときのこ講座
＜対象＞市内在住、在勤の方。
※小学３年生以下は保護者同伴

10/10( 土 )
　9：30 ～ 12：00
※雨天実施

道の駅
ふるさと豊田
集合

水野 　優 先生
畔上 照雄 先生

＜定員＞ 30 名 ＜受講料＞保険料
として 100 円＜持ち物＞山歩き
のできる服装、雨具、図鑑、採集
容器、筆記用具など

豊
田
公
民
館

折り紙教室

・10/6・11/2・12/1
・1/5・2/2
　13：30 ～ 15：30
( 全５回 毎回 火曜日 )
11/2 のみ月曜日

豊田公民館 町 田 た つ 江　
　　　　　先生

＜定員＞ 20 名 ＜受講料＞無料
＜持ち物＞折り紙、はさみ、定規、
カッター、スティックのり

初級英会話教室
10 月６日から３月まで
毎週火曜日
　19：00 ～ 21：00

豊田公民館
レイニング・デ
ビット・マーティ
ン 先生

＜受講料＞無料

５５

外国出身の方々と日本人の国際交流バーティーを開催します。それぞれ
の国の文化を紹介したり、歌や踊り、料理を楽しみながら、楽しいひと
時を過ごしましょう。ご友人、ご家族などみなさんでお誘いあわせて、
ぜひご参加ください。子どもたちもぜひ来てください。

2009年国際交流の集い

平成21年10月４日（日）
午後２時～４時30分

中央公民館 ３階講堂
お問合せ：中野市中央公民館　電話 0269-22-2691　FAX 0269-26-2342
運営協力：中央公民館日本語教室、中野日中友好協会参加費・申込み不要

も ち も の
自分用のお皿・おわん・スプーン、箸
ゴミ持ち帰り用の袋
　　エコにご協力ください。 ♥料理の持寄り大歓迎

です
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
千
曲
川
で
初
め
て
子
ど
も
た
ち
と
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　
千
曲
川
と
い
え
ば
、
リ
ン
ゴ
の
収
穫
間
際
、

い
く
度
も
洪
水
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
き
た
。

　　
ボ
ー
ト
は
、
連
日
の
雨
で
茶
色
く
水
か
さ
が

増
し
、
水
面
が
渦
巻
く
千
曲
川
に
滑
り
出
し
た
。

　
ガ
イ
ド
の
的
確
な
指
示
と
オ
ー
ル
さ
ば
き
で

不
安
が
消
し
飛
ん
だ
。

　　
ボ
ー
ト
か
ら
見
え
る
風
景
は
、
ど
こ
か
別
の

世
界
だ
。

　
薄
っ
す
ら
と
も
や
が
漂
う
川
面
に
は
、
サ
ギ

や
鵜
、
鴨
、
ト
ン
ビ
が
魚
を
狙
っ
て
飛
び
回
り
、

幻
想
的
な
世
界
が
あ
っ
た
。

　　
大
河
千
曲
川
が
流
れ
る
ふ
る
さ
と
中
野
市
。

　
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
身
近
な
ふ
る
さ
と
の
川

に
親
し
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
。

夕顔／自宅（花だいすき）

ホップ／一本木（月岡尚雄） 灯籠流し／小沼（るびあす）

カンナの花／桜沢（和田）※Ｈ20撮影

花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
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目
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公 
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☎
２
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Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先
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